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Ⅰ.沿革と概要   
 1．沿  革  
 2．概  要  
  1）設置目的   
  2）主要事業  
  3）組  織   
  4）職 員 数   
  5）研究支援スタッフ   
  6）経  費   
  7）施  設   
  
Ⅱ.研究活動  
 1．序  文   
 2．研究組織一覧   
 3．研究基盤グループ  
  1）宙空圏研究グループ  
  2）気水圏研究グループ   
  3）地圏研究グループ  
  4）生物圏研究グループ   
  5）極地工学研究グループ  
 4．研究プロジェクト研究  
  1）プロジェクト研究   
  2）開発研究   
  3）萌芽研究   
 5．学術論文  
 6．口頭発表  
 7．科学研究費補助金   
  1）科学研究費補助金採択状況   
  2）科学研究費補助金による研究   
 8．その他の外部資金  
  1）共同研究  
  2）受託研究  
 9．他機関との共同研究状況   
  1）他機関との共同研究   
  2）共同研究員の受け入れ実績  
 10．一般共同研究   
 11．国際共同研究   
  1）国際交流協定に基づく国際共同研究・観測  
 12．シンポジウム等  
  1）国際シンポジウム   
  2）国内シンポジウム/研究集会  
  
Ⅲ.研究施設  
 1．極域情報系  
  1）序  文  
  2）極域科学資源センター  
  3）極域データセンター  
  4）情報図書室  
 2．極域観測系  
  1）序  文  
  2）南極観測センター  
  3）北極観測センター   
  
Ⅳ.南極地域観測事業   
 1．第 47 次南極地域観測隊   
  1）編  成  
  2）観測項目一覧  
  3）訓  練  
  4）行動概要及び観測概要  
  5）｢南極地域の環境の保護に関する法律｣に係る南極地域活動計画確認申請   
  6）不要になった大型南極地域観測用品の再利用について   
 2．外国基地派遣  
  1）交換科学者   
  2）外国共同観測   
 3．昭和基地等の施設概要   
  1）昭和基地  
  2）みずほ基地   
  3）あすか基地   
  4）ドームふじ基地  
 4．南極地域観測資料整理   
  1）観測データ一覧   
  2）採取試料一覧   





 1．極域科学専攻の概要   
 2．極域科学専攻の教育研究指導分野及び授業科目  
 3．極域科学専攻担当教員  
 4．在籍者一覧   
 5．学位取得者一覧  
 6．統計データ  
  
Ⅶ.大学院教育に対する協力  
 1．平成 18 年度特別共同利用研究員受入一覧  
 2．特別共同利用研究員の受入実績  
  
Ⅷ.刊行物  
 1．研究成果刊行物  
  1）刊行物の概要  
  2）研究所成果刊行物  
  3）年度別出版冊数及び頁数  
  
Ⅸ.一般業務  
 1．諸会議   
 2．地域社会との交流  
 3．職員の外国出張等  
  1）外国出張   
  2）南極地域観測事業のための外国出張  
 4．外国人研究者   
  1）外国人研究員  
  2）日本学術振興会外国人特別研究員   
  3）日本学術振興会外国人招へい研究者（長期）  
  4）外国人来訪者  
 5．職  員   
  1）名  簿  
  2）人事異動  
  3）研究者の流動性  
  4）教官の補充状況   










組されてきた。しかし，我が国の南極観測事業のより一層の進展のため，昭和 48年 9月 29日に国立科
学博物館極地研究センターが発展的に改組され，大学共同利用機関として，国立極地研究所が創設され
た。 
昭和 48年 9月 29日国立極地研究所創設。研究系 4部門，資料系 2部門，管理部 2課 6係及び事業部 1 
          課 2係が設置された。また，南極の昭和基地が観測施設となった。 
昭和 49年 4 月 研究系に寒地工学研究部門，資料系にデータ解析資料部門，事業部に観測協力室，
並びに図書室が設置された。 
昭秘 50年 4 月 研究系に地学研究部門，寒冷生物学研究部門，資料系に低温資料部門が設置され
た。 
昭和 50年 10月 事業部観測協力室に設営係と定常観測係が設置された。 
昭和 53年 4 月 研究系に極地気象学研究部門（時限 5年），極地鉱物・鉱床学研究部門が設置され，
寒冷生物学研究部門が寒冷生物学第一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組
された。 
昭和 54年 4 月 研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第二
研究部門に改組され，寒地工学研究部門は極地設営工学研究部門と改称された。 
昭和 56年 4 月 資料系に隕石資料部門が設置され，みずほ基地が観測施設となった。 
昭和 58年 4 月 研究系の極地気象学研究部門が廃止され，気水圏遠隔観測研究部門が設置された。
（時限 10年） 
昭和 59年 4 月 研究系に隕石研究部門，資料系にオーロラ資料部門が設置された。 
平成 2 年 6 月 北極圏環境研究センターと情報科学センターの 2 研究施設が設置され，資料系の
データ解析資料部門が廃止された。 
平成 5 年 4 月 研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止され，極域大気物質循環部門が設置され
た。総合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻が設置され，同大学の基盤
機関となった。 
平成 6 年 6 月 研究系に地殻活動進化研究部門が設置された。 
平成 7 年 4 月 研究施設に南極圏環境モニタリング研究センターが設置された。 
平成 8 年 5 月 南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われ，資料系非生物資料部門が
廃止された。 
平成 9 年 4 月 北極圏環境研究センター及び南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行わ
れた。 
平成 10年 4 月 研究施設に南極隕石研究センター，事業部に環境影響企画室が設置された。研究
系の隕石研究部門（客員部門），資料系の隕石資料部門が廃止された。 
平成 16年 4 月 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所設置。国立大学法
人総合研究大学院大学発足。また，数物科学研究科が改組再編され，複合科学研
究科極域科学専攻となった。 
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平成１６年度～                             （各年度１０月１日現在） 
区分 
年度 








１６ １ ３ １８ １６  ２２ ２８ １０ ３７ １３２ 
１７ １ ３ １６ １６  ２０ ２９ ９ ３８ １２９ 
１８ １ ３ １６ １６ １ １９ ２７ １０ ４６ １３６ 
 
5）研究支援スタッフ 
   区分 
年度 COE 非常勤研究員 研究支援推進員 リサーチ・アシスタント 
 ７ ４   
 ８ ４ １  ２ 
 ９ ４ ６  ８ 
１０ ４ ７  ９ 
１１ ７ ８ １０ 
１２ ７ ８ １４ 
１３ ７ ８ １６ 
１４ ７ ８ １４ 
１５ ５ ６ １４ 
    
   区分 
年度 プロジェクト研究員 リサーチ・アシスタント 
１６ １６  ４ 
１７ １５  ３ 





年度 人件費 物件費 合計 
16 1,218,980 2,203,819 3,422,799 
17 1,207,119 2,165,640 3,372,759 




敷地面積   5,945 ㎡（板橋地区） 
    1,407 ㎡（河口湖地区） 
 
建物延面積 
研究棟           6,430 ㎡（RC,地下１階、地上４階） 
管理・資料棟  4,002 ㎡（RC,地下１階、地上６階） 
ゲストハウス    678 ㎡（RC,地上４階）         11,393 ㎡ 
仮設隕石研究室    186 ㎡（S,地上２階） 
仮設倉庫     30 ㎡（B,地上１階） 
物品庫     67 ㎡（B,地上１階） 
  
 
河口湖・大石研修施設      372 ㎡（W,地上２階）   387 ㎡ 

























教 授 理 博 佐 藤 夏 雄 磁気圏物理学 
教 授 工 博 麻 生 武 彦 超高層物理・電子応用計測学 
教 授 工 博 山 岸 久 雄 超高層物理学 
助教授 理 博 宮 岡   宏 プラズマ物理学 
助教授 理 博 田 口   真 超高層物理学 
助教授 理 博 門 倉   昭 磁気圏物理学 
助教授 工 博 堤   雅 基 大気物理学 
講 師 理 博 小 川 泰 信 電離圏物理学 










助 手 工 博 岡 田 雅 樹 プラズマ物理学 
所 長 理 博 藤 井 理 行 氷河気候学 
教 授 理 博 山 内   恭 大気物理学 
教 授 理 博 神 山 孝 吉 地球化学 
教 授 理 博 和 田   誠 大気物理学 
教 授 理 博 本 山 秀 明 雪氷水文学 
助教授 理 博 伊 藤   一 海洋雪氷学 
助教授 理 博 塩 原 匡 貴 大気物理学 
助教授 工 博 東   久美子 雪氷学 
助教授 工 博 藤 田 秀 二 雪氷物理学 
助 手 理 博 牛 尾 収 輝 極域海洋学 
助 手 学術修 平 沢 尚 彦 気候学 
助 手 理 博 古 川 晶 雄 雪氷学 










助 手 理 博 橋 田   元 極域大気科学 
教 授 理 博 白 石 和 行 地質学 
教 授 理 博 澁 谷 和 雄 固体地球物理学 
教 授 文 博 森 脇 喜 一 自然地理学 
教 授 理 博 小 島 秀 康 隕石学 
教 授 理 博 本 吉 洋 一 地質学 
助教授 理 博 船 木   實 岩石磁気学 
助教授 理 博 野 木 義 史 固体地球物理学 
助教授 学術博 三 澤 啓 司 宇宙化学 
助教授 理 博 土 井 浩一郎 測地学 
助 手 理 博 金 尾 政 紀 固体地球物理学 
助 手 理 博 三 浦 英 樹 第四紀地質学 
助 手 理 博 今 榮 直 也 隕石学 
助 手 理 博 山 口   亮 隕石学 









助 手 理 博 外 田 智 千 地質学 
 助 手 理 博 青 山 雄 一 測地学 
教 授 水産博 福 地 光 男 海洋生態学 
教 授 理 博 神 田 啓 史 植物分類学 
教 授 水産博 小 達 恒 夫 生物海洋学 
助教授 農 博 渡 邉 研太郎 海洋生態学 
助教授 理 博 工 藤   栄 水圏生態学 
助教授 理 博 伊 村   智 植物生態学 
助教授 理 博 高 橋 晃 周 動物生態学 
助 手 農 博 加 藤 明 子 海洋生態学 










助 手 理 博 笠 松 伸 江 生物地球化学 




































2.研究課題：1) 流星レーダーや IS レーダー（EISCAT）など電波工学的手法による極域超高層大気ダ
イナミックスの研究  2) ALIS 多点観測などの光学的手法を用いた極域超高層オーロラとトモグラフ
ィ解析  3) 計算機による大気波動の数値モデリング 






















1. *Hall, C. M., T. Aso, M. Tsutsumi, J. Hoffner, F. Sigernes, and D. A. Holdsworth, Neutral air 
temperatures at 90 km and 70°N and 78°N, J. Geophys. Res., 111, D14105, 
doi:10.1029/2005JD006794, 2006. 
2. *Hall, C. M., T. Aso, M. Tsutsumi, S. Nozawa, C. E. Meek and A. H. Manson, Comparison of 
meteor and medium frequency radar kilometer scale MLT dynamics at 70N, J. Atmos. 
Solar-Terr. Phys., 68, 309-316, 2006. 
3. Hall, C. M., T. Aso and M. Tsutsumi, Atmospheric stability at 90km, 78°N, 16°E, Earth, Planets 
and Space, 59, 157–164, 2007.  
4. *Murphy, D. J., J. M. Forbes, R. L. Walterscheid, M. E. Hagan, S. K. Avery, T. Aso, G. J. Fraser, 
D. C. Fritts, M. J. Jarvis, A. J. McDonald, D. M. Riggin, M. Tsutsumi, and R. A. Vincent, A 
Climatology of Tides in the Antarctic Mesosphere and Lower Thermosphere, J. Geophys. Res., 
111, D23104, doi:10.1029/2005JD006803, 2006. 
<<研究発表 口頭・ポスター発表＞＞ FirstAuthor以外で極地研教員の共著者があるものは省略 
1. 麻生武彦, B. Gustavsson, 田邉國士, 一般化オーロラトモグラフィについて, 日本地球惑星科学連
合 2006年大会予稿集, E138-007, 幕張, 2006年 5月 14日-18日. 
2. 麻生武彦, Björn Gustavsson, 小川泰信, 田中良昌, 田邉國士, 極域科学における逆問題 - 一般化
オーロラトモグラフィ解析研究, 第 30 回極域宙空圏シンポジウム, 国立極地研究所, 板橋, 2006 年
8月 3-4日. 
3. 麻生武彦, 小川泰信, 宮岡 宏, EISCATレーダーを軸とした北極超高層観測研究の今後, 第 30回極
域宙空圏シンポジウム, 国立極地研究所, 板橋, 2006年 8月 3-4日. 
4. Aso, T., B. Gustavsson, K. Tanabe, The Generalized CAT - Computed Aurora Tomography 
integrating ALIS CT images with ionization data by EISCAT and riometer, 33AM, Kiruna, 
Sweden, 28 August - 1 September 2006. 
5. 麻生武彦, 北極流星レーダーNSMR/NTMR プロジェクト, 極域超高層における大気潮汐波の振る
舞い(14) ‐比較解析‐, 第 120回地球電磁気・地球惑星圏学会総会・講演会プログラム, B005-10, 相
模原, 2006年 11月 4日. 
6. Gustavsson, B., P. Rydesäter, U. Brändström, T. Aso, Y. Ebihara, M. Ejiri, Å. Steen, Spectral 




















④宮岡 宏 助教授 
 






























































地球電磁気・地球惑星圏学会 ,American Geophysical Union,非干渉散乱レーダー委員会委員




美、S. C. Buchert、DELTAキャンペーンにおける S310-35ロケット及び EISCATレーダーによる降
下電子の比較研究、地球惑星科学関連学会 2006 年合同大会, 幕張メッセ国際会議場, 2006 年 5 月 14
日（ポスター発表）. 
 Y. Ogawa, M. Hirahara, T. Sakanoi, K. Asamura, K. Seki, S. Nozawa, R. Fujii, S. Buchert, Y. 
Kasaba, Y. Obuchi, T. Ino, and A. Yamazaki, Coordinated Reimei and EISCAT observations of ion 
upflows in the polar ionosphere, AOGS 2006 meeting, Singapore, July, 2006 （招待講演）. 
Y. Ogawa, T. Aso, H. Miyaoka, A. Kadokura, M. Tsutsumi, Y. Ebihara, R. Fujii, S. Nozawa, K. 
Seki, Y. Miyoshi, S. Oyama, J. Lunde, M. Sawatsubashi, S. Okano, T. Sakanoi, Y. Obuchi, T. Ino, S. 
Maeda, M. Hirahara, T. Abe, K. Asamura, S. Watanabe, S. Sato, S. C. Buchert, A. P. van Eyken, A. 
Stromme, and I. Haggstrom, Current and future EISCAT observations of ion upflows in the polar 
ionosphere, Future Perspectives of Space Plasma and Particle Instrumentation and International 
Collaborations, Multipurpose Conference Hall, Tachikawa Memorial Buildin Rikkyo University, 
Tokyo, Japan, November 1-3, 2006. （ポスター発表） 
 Y. Ogawa, T. Aso, H. Miyaoka, A. Kadokura, M. Tsutsumi, Y. Ebihara, R. Fujii, S. Nozawa, K. 
Seki, Y. Miyoshi, S. Oyama, J. Lunde, M. Sawatsubashi, S. Okano, T. Sakanoi, Y. Obuchi, T. Ino, S. 
Maeda, M. Hirahara, T. Abe, K. Asamura, S. Watanabe, S. Sato, S. C. Buchert, A. P. van Eyken, A. 
Stromme, and I. Haggstrom, EISCATレーダーによるイオン上昇流観測の現状と今後、第 118回地球
電磁気・地球惑星圏学会「特別セッション：地上−衛星観測・データ解析・モデリングの統合型ジオス
ペース研究に向けて」、相模原市民会館、2006年 11月 05日（招待講演）。 
 





相互作用についての観測的研究を行った。特に、Yukimatu and Tsutsum, GRL, 2002の新時系列観測・
解析（TMS）手法に、周波数領域干渉計（FDI）観測手法を導入した新しい観測モード（TMS/FDI）
を開発し、2007 年 2 月には、Tromso の EISCAT 電離圏加熱装置によって人工励起された電離圏沿磁





 地球電磁気・地球惑星圏学会、American Geophysical Union  
5. 講演など 



















地球電磁気・地球惑星圏学会、電子情報通信学会、情報処理学会、American Geophysical Union, Union 
















































日本雪氷学会、International Glaciological Society、Asian Forum for Polar Sciences議長（2006.10.1
～2008.9.30）, COMNAP日本代表（2005.10～）,IASC日本代表（2005.10～）、IPY Joint Committee 












































各種データの整理・統合を模索している。なお第 47次日本南極地域観測隊越冬隊員として 2005 年 11
月末より 2007年 3月末の期間、南極昭和基地周辺で活動した。 
 
4. 学会活動および社会的活動 




④和田 誠 教授 
1. 専門分野：大気物理学、特に雲物理学 
2. 研究課題：極域大気中の水蒸気、雲降水および雲降水に関与するエアロゾルの研究 














⑤伊藤 一 助教授 極域観測系北極観測センター 




































日本気象学会、日本エアロゾル学会、American Meteorological Society、American Geophysical Union  















4. 学会活動および社会的活動  
日本雪氷学会、日本水資源・水文学会、国際雪氷学会、アメリカ地球物理学 
5. 講演など  
東海南極ファンクラブ「南極氷床3029ｍ掘削」、名古屋国際ホテル、2006年9月9日 
 
⑧東 久美子 助教授、観測情報系極域科学資源センター 
1. 専門分野：雪氷学 
2. 研究課題：氷床-気候系の変動機構の研究観測 








日本雪氷学会、International Glaciological Society、American Geophysical Union、科学技術振興調
整費評価委員(2006)、地球温暖化観測推進事務局ワーキンググループ委員(2006-) 




⑨藤田秀二 助教授 極域情報系極域科学資源センター 












した氷結晶の誘電特性の研究 (2) 不純物を含有する氷の電気特性と力学特性 (3) 雪氷圏電波リモート
センシング（特にＲＦレーダサウンディング）技術とデータ応用研究 (4) 南極ドームふじ深層コアの解




（Geoscience and Remote Sensing Society）、日本物理学会、ドームふじ氷床コア、アイスコアコンソ
ーティアム（ICC）運営委員会委員、物理解析研究グループ幹事、年代決定研究グループ幹事（2006.4-）  
5. 講演など  
学会発表（招待） Fujita, S., Ice core drilling, processing and initial data of the 3029m deep Dome 
Fuji Antarctic ice core EPICA science meeting 2006, 16-19 October 2006 Il Ciocco, Tuscany, Italy 
 
⑩牛尾収輝 助手、極域観測系南極観測推進センター  
1. 専門分野：極域海洋学 
2. 研究課題：南大洋インド洋区の海洋・海氷変動機構の解明 







日本海洋学会、日本雪氷学会、American Geophysical Union  












































































員(2006- )、第 47次南極地域観測隊長 
5. 講演など 




1. 専門分野：測地学、固体地球物理学  
2. 研究課題：南極における測地・固体地球物理学に関する研究を行っている。グローバルネットワーク
としての昭和基地の各基準点の維持管理更新が、そのまま地球変動現象の把握と解明に直結している。

























ベントを視野に入れてテーマを設定する。SEM や EPMA の他、SHRIMP を使用した多角的な研究が
可能である。 
4. 学会活動および社会的活動 





































（Ant-Plane 計画）を国内の研究者や企業と共同で行っている。2006 年度には 1108km の自律飛行に
成功した。 
４．学会活動及び社会的活動 




















































































































日本鉱物学会、日本地球化学会、The Meteoritical Society 
5. 講演など 































測地学会、気象学会、American Geophysical Union  
5. 講演など 
青山雄一・海老沼拓史,  GPSによる大気・海洋計測実験, 平成 18 年度大気球シンポジウム, 神奈川県
相模原市, 2007年 1月 15日. 
Aoyama, Yuichi, Koichiro Doi, Kazuo Shibuya and Yoshifumi Nogi, Comparison of non-tidal ocean 
bottom pressure data with GRACE-derived equivalent water thickness off Lutzow-Holm Bay, 
Antarctic Ocean, 2006 GRACE Science Team Meeting, San Francisco, CA, Dec. 9, 2006. 
青山雄一, 土井浩一郎, 渋谷和雄, 野木義史, 福田洋一, 山本圭香, 石川尚人, 南極域における衛星重力
ミッション GRACEの検証観測— 海底圧力計データとの比較 —, 第 106回日本測地学会, 岩手県奥州
市, 2006年 10月 18日. 
青山雄一, 野木義史, 土井浩一郎, 渋谷和雄, 石川尚人, リュッツォホルム湾沖における海底圧力計観






















































































日本海洋学会、日本水産学会、日本プランクトン学会、日本藻類学会、Phycological Society of America
ほか 
第 29回南極条約協議会議代表団員、南極海洋生物資源保存条約第 25回年次会合代表団員、日本学術会



































⑥伊村 智 助教授 
1. 専門分野：植物繁殖生態学 


























































①鮎川 勝 教授、極域観測系南極観測推進センター・センター長 
1. 専門分野：極地設営工学 































P1． 佐藤 夏雄 
研究課題：南北両極からみたオーロラと電磁圏変動の研究 





































が実施された。改良後、 1例の auroral roar、2例の MF burstの観測に成功した。その結果、 3fce roar
については L-O modeで伝搬してきたことを今回で初めて明らかにし、この観測的証拠は auroral roar

















3）Polar Mesosphere Summer Echoes (PMSE)の季節変化・南北共役性研究 
夏季極域中間圏エコー（ PMSE）の出現特性について南北半球間の違いを調べるため、昭和基地とアイス
ランドの SuperDARNレーダーで得られたデータを比較解析し、南北でほぼ同様の特性を示すことを明ら
かにした。日本が主導し、 2006年 2月の初旬に南極 SuperDARNによる PMSEキャンペーンを実施した結

















P2． 麻生 武彦 
研究課題：極域電磁気圏・中層・超高層大気の結合と変動に関する研究 




















●サブプロジェクト(1) 「EISCAT による熱圏・電離圏ダイナミックスの研究」 
・ EISCAT による磁気圏・電離圏・熱圏結合  2006 年 8 月に EISCAT UHF・ESR レーダにより高
域電離層のデュアルビーム観測を行い、惑星間磁場擾乱に対応したと推定されるイオン温度、イオン速
度の大きな変動を観測した。現在、イオン温度の非等方性、さらには中性温度の導出を試みている。 
・ EISCAT とれいめい衛星の飛翔高度約 630 km における高時間分解能観測を可能にするレーダーパル






・ トロムソ流星レーダー（NTMR）上記温度潮汐の解析等とともに、速度場について従来の MF レーダー
とではなく、近隣のキルナエスレンジの流星レーダーとの観測法の同じレーダーによる詳細な比較を行
い、局所擾乱に起因する速度差の分散が solstice 時に増大する季節変動を示し、UARS 衛星による重力
波分散等と符合することを明らかにした。 
・ 昭和 MF レーダー（JARE）昭和基地 MF レーダーと UKMO 客観解析で得られる水平風データの比較を




・ SuperDARN レーダー  流星風観測法のさらなる展開として２周波周波数領域干渉計（FDI）コードを
発展させ多周波ＦＤＩモード用コードを開発し、英国レスター大学のレーダーで実験を行い、EISCAT 加
熱装置を用いての、熱圏沿磁力線不規則構造の解明にも応用することを試みた。昭和基地を含む南半球 
SuperDARN レーダーを用いて、PMSE 観測キャンペーンを行った。 
● サブプロジェクト(3) 「光学観測による中層大気熱圏ダイナミックスに関する研究」 









・ ファブリーペローイメージャー（JARE）  オーロラ発光の位置と顕著な関係が見られた 2 つのケ
ースについて詳しく解析を行った結果、ASI や磁力計のデータを併せた検討や、ASI から得られるオーロ
ラ発光強度とモデル計算から得られた降下電子による加熱の寄与についての見積もりからは、このとき
の降下粒子加熱は下部熱圏中性大気を 100K 程度上昇させるには到底及ばない事が分かった。・ OH 回転
温度イメージャー 前年度に購入の分光器を使用して 2006 年 4 ～5 月に、国内において OH 大気光分光
観測を行い、400nm から 950nm の波長領域における夜間大気光スペクトルおよび OH7-3 バンドスペク
トルの時系列データを取得した。イメージャーや MU レーダー風速データとの比較から中間圏界面を通









● サブプロジェクト(5) 「バルーンによる成層圏観測」  
 ・ 2006 年度の放球実験のためにプラスチック気球２個をドイツ側へ提供し、分光器ペイロードもドイ




P3．  山内 恭 
研究課題：極域大気̶海洋̶雪氷圏における物質循環の解明 
研究期間：平成 16～21 年度 
所内共同研究者：和田誠・神山孝吉・小達恒夫・塩原匡貴・東久美子・伊藤一・平沢尚彦・森本真司・
橋田元・矢吹正教・冨川喜弘 












・ 第 V 期「南極大気・物質循環観測」（38 次~42 次；1997 年~2001 年越冬）：38 次でのドームふじ観
測拠点での越冬集中大気観測、38 次、41 次での航空機大気観測、39 次夏の回収気球観測、42 次での
リモートセンシング観測など。 
第 VI 期「南極域における地球規模大気変化観測」（43 次~47 次；2002 年~2006 年越冬）：43 次~
45 次の成層圏観測（43 次大気重力波ゾンデ集中観測、44 次オゾン集中観測、45 次夏回収気球観測）、




・ 専用観測船による観測（43，44、46 次；2002、2003、2005 年）：43 次、44 次夏におけるタンガロア、
白鳳丸（44 次は海鷹丸）による東経 140 度線域での海洋̶大気観測（CO2, エアロゾル）、46 次夏にお
ける海鷹丸による昭和沖海洋̶大気観測（CO2, エアロゾル）。 
・ 大気微量成分モニタリング（38 次~：1996 年~）：しらせ船上および昭和基地における温室効果気




マイクロ波放射計測定（2 項、2004 年終了）。 
・ 航空機集中観測（1998，2000、2002、2004 年）：1998 年北極海横断航空機大気観測（AAMP98）に続
き、科研費特定領域研究「北極対流圏・成層圏物質の変動と気候影響」の下 2000、2004 年ドイツ航空
機（AWI Polar 4, 2）による日独共同 ASTAR（Arctic Study of Tropospheric Aerosol and Radiation）
観測、2002 年日本航空機（G-II）による日独共同 AAMP02 北極海横断航空機大気観測。 

























行により 1000 m を超える高度までのエアロゾル凝結粒子および大粒子、気温、湿度の鉛直分布を得る
ことができた。もう１機種の AntPlane については、本来性能は優るが、実観測には至らなかった。 
 
P4． 本山 秀明 
研究課題：氷床コアによる氷期サイクルの気候・環境変動の研究 










など） 連続融解分注装置の開発と運用/高時間分解能解析  
（２）過去 72 万年の気候・環境変動の学際的解明 






 45 次-47 次隊で掘削されたドームふじ深層コアの 2400m から 3028m までの深層コアの半割り部分が国
内に持ち帰られた。この氷の年代を早急に決める必要があり、ドームふじ基地にてコア処理のときに発
生した切削チップを持ち帰っていたので、この酸素同位体比分析を実施した。この結果と南極ドーム C



























P5． 牛尾 収輝 
研究課題：南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構の解明 







































P6． 渋谷 和雄 
研究課題：南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明 



















測地グループ：VLBI, GPS, DORIS によるリュツォ・ホルム湾露岩域での地殻隆起速度は、５年以上の
データをもとに、1-3 mm/yr の値を示すことは確実になったが、完全な整合性は得られていない。整合
性の点で考慮すべき点は VLBI アンテナ基準点（高さ）の季節変化、GPS アンテナ位相中心の衛星方位角
依存性、電離層擾乱影響除去・対流圏補正である。DORIS 観測は 10 年以上継続されているが、1999 年に
より強固な安定性を持つピラーに代わり、1mm 以内の安定性を保っている。但し、当初 4.7mm/yr という
隆起速度が示されていて、解析の詳細が CNES 以外には不明なのが問題点として残る。 
昭和基地測地基準点の点の記を出版した。この点の記には、９点の基準点が含まれていて、VLBI, GPS, AG, 
潮汐基準点などの相互位置関係が2-3 mm精度で記述されている。AG変化は-0.3±0.43 μGal/yrである。
絶対重力の測定精度としては 1-2μGal が安定して得られるようになった。海洋潮汐観測から得られる-5 
mm/yr と合わせ、これら上下変動結果の consistency について解釈を試みている。 
OBP と GPS buoy による通年観測により、水位を安定して求める試みを行っている。海面高度と、海底
圧力を同時に計測すれば、水位上昇の steric, non-streic 成分の分離が可能で、GRACE 衛星の示す質量
変動との対応をより詳細に調べることにより氷床変動との対応を知ることが出来るからである。プロジ
ェクト研究員の項で述べるように、白瀬氷河域での質量流出には季節変動や氷舌流失後の流動速度の増






























取した 39 個の試料について帯磁率定、IRM 着磁実験、ARM 着磁実験を行い、磁性鉱物の診断を試みた。
その結果帯磁率は、スカーレン大池らん藻堆積物の 0.01＊10-3 (SI) から、北の浦海成堆積物の 2.8＊
10-3 (SI) まで分布しており、概して、珪藻質ラミナ堆積物は小さく、泥質の海成堆積物は大きいこと









面下 23ｍ、長径 675ｍ、短径 250ｍ、水深 9.2ｍの湖沼である。夏期（2005.1）の塩分は、表層が 144psu、
底層が 190psu であり、最大水温は水深約２ｍで 15℃に達したが、底層は‐9℃以下（計測限界以下）で
あった。春期（2005.10）の水温は、約‐14℃でほぼ均一であった。冬季は‐17℃との報告がある。研究









程度である。コアは夏期間（１月 29 日）に１本、越冬期間（11 月５日）に２本、手押し式ピストンコ





P7. 本吉 洋一 
研究課題：南極から見たゴンドワナの形成と分裂の研究 


























































P8． 小島 秀康 
研究課題:惑星進化過程および太陽系形成史の解明 











１）米国の南極隕石 Miller Range05035 の鉱物分析結果と岩石組成、同位体組成、年代、宇宙線照射年
代を組み合わせることにより、日本の南極隕石 Asuka-881757, Yamato-793169, 米国隕石 Meteorite 
Hills 01210 が、38.7 億年前に噴出した同一の玄武岩流起源であること及び 100 万年前に同一のインパ
クトで月面を脱出した隕石であることを明らかにした。さらに、これらの隕石が月表側南西縁の
Schickard Crater 内の半径 1.4km のクレータに由来することを突き止めた。 






４）新たに南極から見つかった火星隕石の一種であるナクライトに分類される Miller Range 03346 の岩
石学的研究を行った。これまでに詳細な研究を行ってきた Yamato 000593 と比較し、親マグマ組成の違
いや、マグマからの結晶化過程の差異を定量的に明らかにした。 
５）火星隕石 Y-793605 のサマリウム－ネオジム同位体系を検討し、ALH-77005 および LEW 88516 の形成
年代および起源マントルの化学、同位体組成と比較した。シャーゴッタイトの形成年代が 40 億年なのか
2 億年なのかをあきらかにするために、SHRIMP II をもちいて、バデレアイトのウラン－鉛年代測定を開
発し、分析を行った。その結果およそ 2 億年のウラン－鉛年代を得た。さらに、新たに見いだされた火星





P9． 小達 恒夫 
研究課題：海氷変動と生物生産変動に関する研究 


















第 43 次南極地域観測隊専用観測船「Tangaroa 号」航海を含む複数の航海で得られた植物プランクトン
群集の時系列データを解析し、原著論文および総説論文としてとりまとめた。また南大洋における珪藻
群集の鉛直分布とその形成機構を明らかにするために、2002 年と 2003 年に南大洋インド洋区における
複数の航海で得られた珪藻群集の現存量と沈降フラックスのデータを解析し、珪藻種の沈降特性につい
て明らかにした。この内容について研究発表を行い、論文作成を行っている。 
 研究集会の概要：所内プロジェクト P-10 「時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガ
ス生成過程の研究」と合同で、「南極域における大気̶海洋圏結合研究および海洋生態系と海洋構造の総
合研究（平成 18 年 8 月 21－22 日、極地研河口湖・大石研修施設）」を実施した。参加者：所内 11 名、所
外 31 名。 




セッション 2:南極海観測のトピック紹介、セッション 3:分野横断型研究の可能性の検討(グル ープセッ






P10． 福地 光男 
研究課題： 時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究 


















 JARE-46, 47 シーズンの「海鷹丸」航海は、昭和基地沖のリュツォ・ホルム湾沖合で実施されたもの
であり、昭和基地との同時観測を行った。温暖化ガス成分に関しては、第 45 次、46 次越冬隊の観測結
果と比較する事により、海洋生物起源のガス成分の動態について解析を行っている。これらの研究成果
を報告し、論文作成に向けて意見交換を行うため、研究小集会を極地研究所河口湖大石研修施設にて開
催した（平成 18 年 7 月）。 
 また、平成 18 年度においては、海洋における生物生産過程が関与する温暖化ガス成分の生産・分解速




P12． 岡田 雅樹 
研究課題：極域複合システムのモデリング・シミュレーション研究 











































E1． 堤 雅基 
研究課題：南極大型大気レーダーの開発とこれを用いた極域大気科学の可能性 




































E2． 牛尾 収輝 
研究課題：氷海域における自律航行型海中ロボット（AUV）の改良開発と運用手法の研究 
研究期間:平成 16～18 年度   
所内共同研究者：福地光男・渡邉研太郎・野木義史・三浦英樹 



































E3． 外田 智千 
研究課題：石・隕石中の微小領域の微量・希土類元素分析法の開発 





















E4． 船木 實 
研究課題：南極観測用自律型無人航空機 Ant-Plane の開発研究 





型自動操縦無人飛行機（Unmanned Aerial Vehicle : UAV）（通称： Antarctic Plane : Ant-Plane）の
開発と Ant-Plane に搭載する磁力計、気象観測装置、それに画像撮影装置の開発を目的とする。使用目
的、飛行速度、それに飛行距離を基準に、以下の４種の Ant-Plane を開発し、磁力計、気象観測装置、
画像撮影装置を搭載し、飛行実験を行う。１．長距離機 ４サイクルガソリンエンジン 700-1000km ２．
中距離機 ４サイクルガソリンエンジン 350-500km ３．中距離機 電動機 250-400km ４．近距離機 電動
機、ガソリンエンジン機 90-150km 
研究実績： 







５．南大東島で 1000km 飛行の Ant-Plane5 号機の基礎データを得る実験を計画したが、悪天候で中止と
なった。 
６．Ant-Plane4 号機に補助燃料タンクを取り付けた。また 5 号機のエンジンを信頼性の高い 2 サイク
ル 50cc エンジンに変更した。７．長崎県の上五島空港で Ant-Plane4 号機と 5 号機による 1000km の連

























ドーザーによる圧雪実験を、2007 年 2 月 2 日から 4 日まで北海層足寄郡陸別町において行った。主な結
果は下記の通りである。 
①南極 H68 地点および S17 地点における圧雪滑走路造成実験の結果は次のようにまとめられる． 
・H68 および S17 地点とも 20cm 積み上方式が最適であった。 
・H68 の内部層は強かったが、表面層（40cm）では弱かった。その理由としては、造成作業時が平均気
温-25℃と低温だったことが挙げられる。 







・表面撹拌の深さを 50cm とした場合、表面から 10~40cm の深さまでは約 400kg の硬度を持つ均一な
圧雪層が得られたが、表面付近の硬度は不足する傾向があった。 
 
E8． 田口 真  
研究課題：極域気球搭載望遠鏡による惑星観測 






























遠鏡実験について詳細に打ち合わせた。これまでの開発成果を 25th International Symposium on Space 
Technology and Science 及び 3rd Annual Meeting of Asia Oceania Geoscience Society 等の国際学会
や国内学会・シンポジウムで発表した。また Taguchi et al. [2007]に成果をまとめた。 
 
3） 萌芽研究 
G1． 田口 真 
研究課題：探査機による金星大気ダイナミクスの研究 












め、画像にノイズが載っていた。OFPN1 値を一定値にしたところ、予想通り S/N が大きく改善された。




た。 ７月に自己点検、８月に設計確認会を実施し、 PM 設計に見落としがないかプロジェクト内外の
多くの目による点検を受けた。 PM の完成を控え、シャッター耐久性試験治具、低温黒体やコリメータ
等の校正装置を考案し準備している。 これまでの開発成果を国際学会(COSPAR Scientific Assembly 
2006)で発表した。また Taguchi et al. [2007]に成果をまとめた。 
   
G5． 福地 光男 
研究課題：南極魚類図録作成 









は平成 18 年 10 月に豪出版社から、邦訳版は同年 11 月に国内出版社から出版された。 
 
G6．  内田 雅己 
研究課題：極域陸上生態系の形成過程に関する研究 













態からの種同定が困難だったため、それらの種構成を葉緑体 DNA の rbcL 遺伝子解析で明らかにした。そ
の結果，オオツボゴケ科の仲間が多く飛来している可能性が高まった。オオツボゴケ科のコケは、虫媒
によって胞子を散布すること、および動物の糞上で生育することが既に知られている。そこで本年度は、













G8． 福地 光男 
研究課題：JARE 南極医学研究‐昭和基地医療データ解析とドーム高地医学解析について 















を G8 設立の目的としました。 
研究実績：目的の①～⑥に対応して下にまとめた。 
①越冬隊医師の医学医療研究の支援、立案、国内関連施設との連携推進などをコーディネートした。 
2006 年：47 次レジオネラ調査について東邦大学との連携を支援した。48 次ホルター心電計調査に関し
て東京女子医大との連携を調整した。 
②帰国後のまとめ作業を支援した。 









2006 年 8 月 南極医学医療ワークショップ 27 施設 42 名 18 演題 （日本、韓国、中国） 
⑥国際的には「日本」の存在をアピールするため、下記の活動を実施した。 
SCAR、COMNAP の関連部会に極地研と協議の上代表を送り、日本からの報告を行った。 
2006 年：6 月ロシアでの周極域医学会で演題発表した。 
7 月ホバートでの SCAR 総会 HB&MEG への参加 3 名 
07 年 3 月 IPY 開幕シンポジウムに演題報告した。 
定期的に会議に参加するようになったことから日本への評価が高まり 
2006 年 6 月国際周極域医学会の評議会に SCAR／HB＆MEG の代表として大野が参加。 




番号 研究代表者 研究課題 期間
P1 佐 藤 夏 雄 南北両極域から見たオーロラと電磁圏変動の研究 平成16～21年度（6年間）
P2 麻 生 武 彦 極域電磁気圏-中層・超高層大気の結合と変動に関する研究 平成16～21年度（6年間）
P3 山 内 恭 極域大気-海洋-雪氷圏における物質循環の解明 平成16～21年度（6年間）
P4 本 山 秀 明 氷床コアによる氷期サイクルの気候・環境変動の研究 平成16～21年度（6年間）
P5 牛 尾 収 輝 南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構の解明 平成16～21年度（6年間）
P6 澁 谷 和 雄 南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明 平成16～21年度（6年間）
P7 本 吉 洋 一 南極から見たゴンドワナの形成と分裂の研究 平成16～21年度（6年間）
P8 小 島 秀 康 惑星進化過程および太陽系形成史の解明 平成16～21年度（6年間）
P9 小 達 恒 夫 海氷変動と生物生産変動に関する研究 平成16～21年度（6年間）
P10 福 地 光 男 時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究 平成16～21年度（6年間）
P11 神 田 啓 史 極限環境の生物多様性に関する研究 平成16～19年度（4年間）
P12 岡 田 雅 樹 極域複合システムのモデリング・シミュレーション研究 平成16～20年度（5年間）
P13 佐 藤 夏 雄 宙空-大気-海洋の相互作用からとらえる地球環境システムの融合型研究 平成18～21年度（4年間）
E1 堤 雅 基 南極大型大気レーダーの開発とこれを用いた極域大気科学の可能性 平成16～18年度（3年間）
E2 牛 尾 収 輝 氷海域における自律航行型海中ロボット（AUV)の改良開発と運用手法の研究 平成16～18年度（3年間）
E3 外 田 智 千 岩石・隕石中の微小領域の微量・希土類元素分析法の開発 平成16～18年度（3年間）
E4 船 木 實 南極観測用自律型無人航空機Ant-Planeの開発計画 平成16～18年度（3年間）
E7 古 川 晶 雄 大型航空機の雪上滑走路造成に伴う圧雪手法の検討 平成16～18年度（3年間）
E8 田 口 真 極域気球搭載望遠鏡による惑星観測 平成16～18年度（3年間）
G1 田 口 真 探査機による金星大気ダイナミクスの研究 平成16～18年度（3年間）
G5 福 地 光 男 南極魚類図録作成 平成17～18年度（2年間）
G6 内 田 雅 己 極域陸上生態系の形成過程に関する研究 平成16～18年度（3年間）
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所内研究分担者：本山秀明 東久美子 藤田秀二 古川晶雄 三宅隆之 平林幹啓 
所外研究分担者数：5名 
経費：直接経費 9,900,000 




























動と比較することで、最深部の年代は 72 万年と推定された。予想されていた 100万年に到達しなかっ
たには、氷床底面が不均一な融解をしていて、72万年より古い氷は失われてしまったという可能性が高
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所外研究分担者数：３名 
経費：直接経費 7,500,000 
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所外研究分担者数：３名 
経費：直接経費 9,100,000 

























参加し、（18年 3月～18年 4月）、参加各機関の機器の特質が確認された。また、19年 3月から 19年
4 月の北極対流圏エアロゾル雲放射総合観測（ASTAR2007）の地上検証観測をマイクロパルスライダ
ーのデータが解析され、雲の鉛直構造の把握の違いが示された。 
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所外研究分担者数：３名 
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起速度がそれぞれ 4.6±2.2 ㎜/yr，4.5±0.7 ㎜/yrと求められ(Fukuzaki et al.,2005)、昭和基地の値は
GPSによる沿岸露岩域の結果より若干大きく（Ohzono et al., 2006;Earth Planets Space in press）、結
果の違いの検討が必要なこと、絶対重力測定による 10 年間の重力減少は-0.27μGal/yr で、VIBI/GPS
隆起とセンスは調和していて（Fukuda et al., IAG Symposia,129, 280-285, 2005）kinematicsによる
結果との比較が可能になったこと、などが上げられる。一方、（2）も大きな進展が見られた。(66°51’ 
S,37°49’E, 水深 4600ｍ)の OBP地点に 2台の海底圧力計を設置し、1台は 2005年 2月に回収され
たが、残置されていたもう１台も 2006 年 2 月に回収し 14 ヶ月間という長期データが得られた。予備









所内研究分担者：藤井理行 古川晶雄 本山秀明 
所外研究分担者：‐ 
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所内研究分担者：山岸久雄 麻生武彦 宮岡 宏 門倉 昭 田口 真 行松 彰 岡田雅樹 堤 雅
基 海老原祐輔 江尻全機  
所外研究分担者数：7名 
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所外研究分担者数：3名 
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 今年度は、2005 年 8 月 24 日～9 月 14 日の間、アイスランドにおいて観測を実施し、昭和基地との
間の同時観測データを取得した。また、発光輝度分布の定量的な比較を行うために、シーズン中自動連
続観測出来る昭和基地と同規格の単色全天イメージャを新たに設置し観測を開始した。データ解析研究
では、非常に良い共役性が見られた 2003 年 9 月 26 日のデータ解析を進め、共役点の移動についての
論文を GRL に発表すると共に、国内外の学会・集会において発表を行った。良質の同時観測データが
















   間接経費 0 
研究目的： 




















  -夏季中間圏レーダーエコー（Polar Mesosphere Summer Echoes: PMSE）の汎地球的分布 
 SuperDARNの近距離レンジ観測から PMSEを抽出するアルゴリズムを開発した。南北半球 15基の
レーダーによる観測データから PMSE 発生頻度の緯度分布を導出した結果、南北半球差が存在するこ











































   間接経費 0 
研究目的： 
大気中の O₂濃度の変動は CO₂濃度と密接に関係しており、生物圏によって CO₂が吸収・放出され、また、
化石燃料燃焼による CO₂放出は O₂の消費を伴う。一方、大気中 CO₂が表層海洋に吸収されるときには





















































 その他、フライト用ワイヤーハーネスを製作した。2 台搭載する科学データ取得用 CCD カメラのう






 将来、北極で本格的な実験を実施するための調査として、6 月に ESRANGE の気球実験担当者と打
ち合わせた。10月には実際にスウェーデン・キルナにある気球実験フィールドを視察し、将来の惑星望
遠鏡実験について打ち合わせた。 
 これまでの開発成果を 25th International Symposium on Space Technology  and Science 及び 3rd 






















































































   間接経費 0 
研究目的： 





Yukimatu and Tsutsumi, GRL, 2002で開発した、Super DARN レーダーを用いた、生時系列観測・




行い、2007年 2月 7日 3月 1日に英国レスター大学（Mark Lester教授）を訪問し、新しい観測手法
についての観測方法、解析手法について協議を行い、開発された制御システムを CUTLASS 
SuperDARNに取り込み、EISCAT Tromso にある電離圏加熱装置で人工励起された沿磁力線不規則
構造（FAI）を Super DARNレーダーでの多周波 FDIモードで初めてとなる観測を実施した。電離圏
の擾乱を少ない条件のよい期間の観測データも取得することができ、同時に行われた EISCAT Tromso 
UHFレーダーによる観測結果とともに、この観測データの解析は緒についたばかりであるが、Tromso 

















































   間接経費 0 
研究目的： 
本研究においては、 














◎ 小型プラスチック気球あるいは大型ゴム気球で飛場可能な重量 10㎏以下の、 














































・第 19回国際鉱物学会 IMA2006（神戸市、2006 年 7月）において、南極ナピア岩体産超高温変成岩
試料中から見いだしたペリエライトの産状・科学的特徴とその意義についての研究発表をおこなった
（本科研費による出張）。また、その内容を英文論文として公表した（Hokada,2007）。 
































































め、レーダーパルスコード及び観測プログラムの開発を 2,006 年 9 月に EISCAT 本部（キルナ）にて

















   間接経費 0 
研究目的： 
Among fundamental ecological studies, relating foraging effort to breeding effort of free-ranging 
animals is an important topic it allows researchers to determine the conditions that control the 
reproductive success of individuals and therefore, the population trends. The variability observed in 
individual foraging and breeding activities suggest that age and experience of an animal influence 
its breeding effort/ success ratio. However ,age and experience are difficult to apprehend since they 
imply that he life-history of an individual should be monitored over a lifetime.  This study aims at 
examining the influence of age / experience on the breeding (using automatic identification systems) 
and foraging (bio-logging approach) strategies of little penguins of known age and history so as to 
understand the processes that control the reproductive success of populations. 
研究実績： 
前半は昨年度、得られたデータの解析をすすめるとともに、野外調査の準備を行った。 

































研究成果データベースの名称：極地生物多様性画像データベース（Database of Polar Plant Diversity
（略称：PPD-DB）） 






































































































塩原 匡貴 3,084 
 
2）受託研究 

















代表/   
分担 
氏名 ・職 研究課題 備考 
京都大学生存圏研究所信





京都大学生存圏研究所 代表 堤 雅基 ・助手   






























  分担 藤井理行 ・所長     
    神山孝吉 ・教授     
    本山秀明 ・助教授     
    藤田秀二 ・助教授     
    古川晶雄 ・助手     
  
  三宅隆之 
・プロジェクト研
究員 
    
  






  分担 藤井 理行 ・所長 





    東 久美子 ・助教授     
    藤田 秀二 ・助教授     
    橋田 元 ・助手     
    森本 真司 ・助教授     
  
  三宅 隆之 
・プロジェクト研
究員 
    
  







    
総合地球環境学研究所 分担 藤井 理行 ・所長 
  








  分担 山内 恭 ・教授 





    森本 真司 ・助手     
  










分担 山岸 久雄 ・教授 あけぼのプロジェクト   宇宙航空開発研究機構宇
宙科学研究本部 
  宮岡 宏 ・助教授     
    行松 彰 ・助手     
  






分担 門倉 昭 ・助教授 
あけぼのプロジェクト 
ＧＥＯＴＡＩＬプロジェクト              
  
  
分担 小川 泰信 ・講師 INDEXプロジェクト   
  
分担 岡田 雅樹 ・助手 
BepiColomboプロジェクト 
INDEXプロジェクト            
  
  
分担 堤 雅基 ・助手 
PLANT-Cプロジェクト 
大気球観測プロジェクト      
  
  
分担 森本 真司 ・助手 大気球観測プロジェクト        
  
分担 菊池 雅行 ・助手 
あけぼのプロジェクト 
ＳＥＬＥＮＥプロジェクト      
  
  
分担 海老原 祐輔 ・助手 
BepiColomboプロジェクト 
INDEXプロジェクト            
  
  
分担 荒井 朋子 
・プロジェクト研
究員 
SELENEプロジェクト   
東京大学海洋研究所 























 員  数 ／ 機  関  数 
年   度 採択件数 
総  数 国立大学等 公私立大学 その他 
平成元年度 122 475／136 264／47 66／33 145／56 
2 117 487／142 285／47 71／36 131／59 
3 113 527／164 292／49 67／34 168／81 
4 106 543／160 299／49 68／37 176／74 
5 104 516／168 272／48 74／41 170／79 
6 101 498／156 273／46 74／40 151／70 
7 104 522／158 290／46 81／42 151／70 
8 107 589／149 342／48 85／42 162／59 
9 102 510／138 313／49 78／42 119／47 
10 108 542／157 336／64 89／51 117／42 
11 104 509／146 325／63 89／51 95／32 
12 110 540／151 351／65 96／54 93／32 
13 107 558／101 351／69 97／24 110／8 
14 106 399／122 282／64 62／39 55／19 
15 111 566／157 357／63 97／51 112／43 
16 103 375／115 235／58 75／38 65／19 
17 99 310／108 224／52 69／38 56／20 
18 93 310／108 201／53 57／34 52／21 
10.一般共同研究
平成18年度一般共同研究計画一覧









利根川　豊 東海大学工学部航空宇宙科学科・教授 磁気圏・電離圏同時観測によるULF波動の研究 16～18












































中川　道夫 大阪産業大学工学部・教授 オーロラX線の発生機構と高エネルギー粒子加速の研究 18～20
































猪原　哲 佐賀大学理工学部・講師 ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰによる砕氷に関する研究 17～19










畑中　雅彦 室蘭工業大学工学部・教授 85GHz輝度温度画像を用いた冬期異常昇温現像の年変動に関する研究 18～20
鈴木　利孝 山形大学理学部・助教授 極地氷コア中金属成分から探るエアロゾルの広域拡散過程 18～20






















三宅　亮 京都大学大学院理学研究科・助手 鉱物の微細組織からみた東南極ナピア岩体の熱史 16～18
中村　教博 東北大学大学院理学研究科・助手 衝撃を受けた南極産隕石と岩石の残留磁気の信頼性に関する研究 16～18
福田　洋一 京都大学大学院理学研究科・助教授 南極域における衛星重力データの地上検証に関する研究 16～18
中村　智樹 九州大学大学院理学研究院・助教授 南極宇宙塵の物質科学 16～18
藤巻　宏和 東北大学大学院理学研究科・教授 南極隕石中に含まれる白金族元素の分布について 16～18
木村　眞 茨城大学理学部・教授 非平衡普通ｺﾝﾄﾞﾗｲﾄの岩石鉱物学的研究 17~19





石塚　英男 高知大学理学部・教授 東南極ﾅﾋﾟｱ岩体の地球化学とその初期地球史解明における意義 17～19
中西　一郎 京都大学理学部・教授 南極ﾌﾟﾚｰﾄ下の上部ﾏﾝﾄﾙ構造とﾀﾞｲﾅﾐｸｽの地震学的研究 17～19
古本　宗充 名古屋大学大学院環境学研究科・教授 極域の広帯域地震計ﾃﾞｰﾀを利用した地球深部の不均質構造の研究 17～19









































長島　秀行 東京理科大学理学部・教授 極域より分離した微生物の好冷性、耐凍性の研究とその応用 16～18
菓子野　康浩 兵庫県立大学理学部・助手 極域藻類の光合成機構の生理生化学的解析 16～18








佐藤　克文 東京大学海洋研究所・助教授 データロガーを用いた水生動物の遊泳行動に関する研究 17～18

















末田　達彦 愛媛大学農学部・教授 加速度記録で捉える陸上哺乳類の行動 18









極地 木村　茂雄 神奈川工科大学工学部・教授 物体上の着氷雪に関する流体力学的研究 16～18
工学 平山　善吉 日本文理大学工学部・教授 骨材の増減によるアルミナセメントコンクリートの強度変化について 16～18
奥野　温子 武庫川女子大学生活環境学部・教授 南極大陸における曝露繊維の表面特性変化の解明 16～18





































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 南極隕石通信 No. 84を平成18年4月7日に発行した。 
・ 南極隕石通信 No. 85を平成18年5月26日に発行した。 
・ 南極隕石通信 No. 86を平成18年10月13日に発行した。 
・ 南極隕石通信 No. 87を平成18年11月22日に発行した。 
・ 南極隕石通信 No. 88を平成19年1月9日に発行した。 







   貸し出し先  貸し出し試料   期間 
 極地研広報室  PGP-77006    06.4.13~06.4.18 
 釧路市こども遊学館  ALH-769, DRP-78007   06.4.17~06.10.16 
 NHKエデュケーショナル Y000593    06.4.21~06.4.24 
 茨城大学理学部  ALH-769, Gibeon, Brenharm  06.4.27~06.6.6 
  極地研広報室  PGP-77006    06.5.2~06.5.9 
  自衛隊群馬地方連絡部 DRP-78007    06.5.16~06.5.23 
 光記念館   21個    06.5.19~06.12.20 
  宮城県仙台西高校  ALH-77003, Gibeon,Pallasaite  06.5.19~06.7.18 
    ALH-769（２個） 
  関電工   PGP-77006    06.5.30~06.6.2 
  金沢大学   PGP-77006    06.6.13~06.6.20 
 東京大学大学院理学系 PGP-77006, ALH-769   06.6.28 - 06.6.30 
 植村冒険館  ALH-762, ALH-765, ALH-769  06.7.4 – 06.9.29 
 しものせき水族館「海響館」 ALH-77283, ALH-769   06.7.7 – 06.11.7 
 NHKエデュケーショナル Y-86032    06.7.14 – 06.7.18 
 沖縄県立開邦高等学校 PGP-77006, ALH-769, Y000593  06.7.19 – 06.7.31 
Brenham 
 静岡大学学術情報部  ALH-765, ALH-769, DRP-78007  06.7.20 – 06.8.3 
 極地研広報室  PGP-77006    06.8.22 – 06.8.28 
 朝日学生新聞社  DRP－78007    06.8.22 – 06.8.30 
 しらせ   ALH-769, ALH-77250   06.8.22 – 06.10.25 
 佐賀県立宇宙科学館  ALH-769, A-881900, DRP-78007  06.9.1 – 06.11.30 
 極地研教員  ALH-769    06.9.8 – 06.9.19 
 極地研教員  ALH-77263    06.9.13 -06.9.20 
 極地研教員     ALH-77263    06.9.21 – 06.9.25 
 極地研広報室  DRP-78007    06.10.2 – 06.10.11 
 日本科学未来館  Y-86032, A-881757, Y-790448,   06.9.3 – 06.10.10 
   Y-75102, DRP-78008 
 極地研広報室  PGP-77006    06.10.3 – 06.10.30 
 筑波大学   Y-74136, ALH-762, ALH-769  06.10.3 – 06. 10.13 
 お茶の水女子大付属小PTA DRP-78007    06.10.12 – 06.10.13 
 南極観測隊OB会秋田支部 Y000593, ALH-769, DRP-78007  06.10.18 – 06.10.31 
 南極観測隊OB会稚内支部 ALH-765, ALH-769, DRP-78007  06.10.20 – 06.10.23 
 広島大学   Brenham, ALH-77250, Y-74191  06.10.25 – 06.11.8 
 国際ロータリー第2720地区 ALH-77003, ALH-769, Y-74037,   06.10.30 – 06.11.9 
   PGP-77006 
 極地研教員  Y000593, ALH-77263   06.10.30 – 06.11.2 
 静岡県環境衛生科学研究所 DRP-78007    06.11.1 – 06.11.6 
 船の科学館  Y-74136, ALH-769   06.11.6 – 07.3.5 
 静岡大学学術情報部  ALH-765, ALH-769, DRP-78007  06.11.10 – 06.11.27 
 雪氷学会   Y000593, Y-86032, DRP-78007,   06.11.10 – 06.11.21 
   ALH-769 
 極地研教員  Y000593, ALH-77263   06.11.10 – 06.11.13 
 国土地理院  Y-790448, ALH-769, Y-75102他*   06.11.17 – 06.12.27 
 秋田大学教育文化学部 PGP-77006, ALH-769, Y000593  06.11.20 – 06.12.4 
 南極OB会北海道支部 ALH-77250, ALH-769   06.11.21 – 06.11.29 
 Do!! Science GP.  DRP-78007    06.11.28 – 06.12.5 
 東京学芸大付属大泉中学校 ALH-765, ALH-769, Y000593,   06.11.29 – 06.12.6 
   Saratov, Brenham, Gibeon 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   06.12.1 – 06.12.6 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   06.12.8 – 06.12.11 
 横浜翠嵐高校  ALH-765, ALH-769, DRP-78007  06.12.13 -06.12.22 
 日本テレビ  ALH-769, DRP-78007   06.12.19 -06.12.21 
 広島大学理学部  ALH-765, ALH-77256, Y-74191  07.1.9 – 07.1.17 
Allende, Brenham, Gibeon 
 極地研学術振興係  ALH-769, DRP-78007   07.1.9 –07.1.12 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007, Y-86032  07.1.9 –07.1.12 
 極地研広報室  ALH-769, DRP-78007   07.1.12 – 07.1.16 
 極地研広報室  DRP-78007    07.1.19 – 07.1.22 
 NHK   ALH-769    07.1.22 – 07.2.5 
 極地研総務係  ALH-769, DRP-78007   07.1.25 – 07.1.30 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   07.1.26 – 07.1.30 
 日本テレビ  ALH-769    07.1.26 – 07.1.30 
 昭和小学校  ALH-769, PGP-77006   07.2.1 –07. 2.8 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   07.2.1 – 07.2.5 
 宇宙フォーラム  ALH-769, DRP-78007   07.2.5 – 07.4.10 
 極地研総務課  ALH-769, DRP-78007   07.2.6 –07. 2.14 
 気象庁   ALH-77250, Y-75102     07.2.6 – 07.3.12 
 極地研総務課  ALH-769, DRP-78007   07.2.7 – 07.2.13 
 極地研広報室  PGP-77006    07.2.7 – 07.2.13 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   07.2.13 – 07.2.14 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   07.2.14 – 07.2.19 
 極地研学術振興係  ALH-769, DRP-78007   07.2.16 – 07.2.21 
 気象庁   PGP-77006    07.2.19 – 07.3.12 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   07.2.21 – 07.2.28 
 NHK千葉放送局  DRP-78001, Mundrabilla、テクタイト 07.2.28 – 07.3.2 
 八ヶ岳自然文化園  ALH-762, ALH-77250, Y-74136,  07.3.13 – 07.11.6 
   Y-75102, Y000593 
 極地研教員  ALH-769, DRP-78007   07.3.16 – 07.3.19 
 墨田区   PGP-77006    07.3.22 – 07.3.27 
 極地研広報室  PGP-77006    07.3.27 – 07.4.2 
  *Y-790739, Y-82177, A-881146, Y-791719, Y-86720, DRP-78008, Y003205, ALH-77257,  Y-792769, Y981735, 
ALH-77256, Y-74037, Y00492, Y-86032, A-881757, Y000593 
 
b)教育用薄片セットの貸し出し状況 
 茨城大学理学部   06.4.6 – 06.10.13 
 広島大学理学部   06.4.11 – 08.1.24 
 国立科学博物館 2セット  06.4.19 – 06.4.25 
 光記念館    06.5.29 – 06.12.20 
 千葉市立郷土博物館   06.6.5 – 06.7.14 
 佐賀県立宇宙科学館 06.9.1 – 06.11.30 
 神戸大学理学部 06.9.1 – 07.5.8 
 国立科学博物館 06.11.8 – 06.11.14 
 宇宙航空研究開発機構 06.11.20 –08.4.21 
 岐阜大学教育学部 06.11.22 –07.3.20 
  Eotovos Univ.   06.1.22 – 06.6.4 
 
（５）施設・設備の利用状況 












































































機器名 概要 実施状況 H16年度 H17年度 H18年度 
イオンクロマトグラフ ｐｐｂオーダーまでの分析、 陰イオン測定（本） 2862 2333 1149 
  雪氷試料中の化学分析 陽イオン測定（本） 2604 1922 1476 
ICP/MS pptオーダーまでの分析、雪氷 測定（本） 84 176 90 








測定（本） 1327 915 0 
蛍光検出器(H2O2) 雪氷試料中の過酸化水素濃度分析 測定（本） 67 - - 
液体シンチレーションカウンタ  ー 雪氷試料中のトリチウム分析 測定（本） 300 191 101 
質量分析計 MAT-δE 雪氷試料中の酸素同位体比を 測定（本） 613 - - 
  分析する機器：氷床コア・氷河       
  試料の酸素同位体比を分析す       
  ることにより、水循環や過去の       
  気温に関する情報を得る         
＿ 雪氷試料中の酸素・水素同位 EQ-18O測定（本） 1548 1011 2960 
  体比を分析する機器：氷床コ EQ-HD測定（本） - - 1451 
  ア・氷河試料の酸素・水素同 H/Device測定（本） 1223 1626 719 
  位体比を分析することにより、       
  水循環や過去の気温に関す       
  る情報を得る。       
超純水製造装置 18.3MΩ・cm以上、TOC10 月平均製造量(L) 705 1033 1079 
  ppb以下 1.2リットル/分製造、       
  分析機器の洗浄、希釈に用い       
  る純水の製造。         
純水製造装置 15MΩ・cm 35リットル/時で 月平均製造量(L) 813 1316 1256 
  製造、分析機器の洗浄、希釈       

































































足立区立五反野小学校のびのびスクール事務 に貸出 アデリーペンギンの剥製等動物標本2点 
（２）平成18年5月16日～5月23日 
防衛庁自衛隊群馬地方連絡部総務課広報班 に貸出 ウェッデルアザラシの剥製等動物標本3点 
（３）平成18年5月30日～6月1日 
（株）関電工技術開発本部 に貸出   アデリーペンギンの剥製等動物標本2点 
（４）平成18年6月 2日～６月12日 
国立情報学研究所  に貸出   蘚苔類植物標本2点 
（５）平成18年6月23日 
アジア生物資源環境研究  に寄贈   被子植物標本21点 
冷凍標本（被子植物）7点 
（６）平成18年6月28日 
アジア生物資源環境研究  に寄贈   被子植物標本34点 
（７）平成18年7月5日～9月29日 
植村冒険館  に貸出    魚類等動物標本15点 
地衣類蘚苔類植物標本６点 
（８）平成18年7月10日～11月7日 
（財）下関海洋科学アカデミ  ー   に貸出  マダラフルマカモメの剥製等動物標本2点 
（９）平成18年7月20日～８月１日 
静岡大学  に貸出    ウェッデルアザラの剥製等動物標本5点 
（10）平成18年8月 16日～25日 
国立極地研究所  に貸出（官公庁「子供見学デー」） アデリーペンギンの剥製標本1点  
（11）平成18年7月 4日～9月6日 
国立極地研究所   に貸出（国立科学博物館「南極展」） ウェッデルアザラシの剥製等動物標本19点 
地衣類蘚苔類植物標本4点 
（12）平成18年10月 2日～24日 
国立極地研究所  に貸出（「白い大陸からのメッセージ」南極観測講演と映画の会、水戸市教育委員会） 
アデリーペンギンの剥製等動物標本2点 
（13）平成18年10月 2日～23日 
国立極地研究所  に貸出（「白い大陸からのメッセージ」南極観測講演と映画の会、水戸市教育委員会） 
ウェッデルアザラシの剥製等動物標本7点 
（14）平成18年10月 6日～12日 
南極OB会茨城支部 安仁屋政武   に貸出  アデリーペンギンの剥製等動物標本2点 
（15）平成18年10月 10日～13日 
国立極地研究所  に貸出（御茶ノ水女子大学附属小学校） コウテイペンギンフリッパー標本１点 
（16）平成18年10月 24日～30日 




国立情報学研究所  に貸出   蘚苔類植物標本2点 
（18）平成18年10月 19日～11月30日 
国立情報学研究所  に貸出   蘚苔類植物標本2点 
（19）平成18年10月 31日～11月9日 




静岡大学  に貸出    ウェッデルアザラの剥製等動物標本5点 
（21）平成18年11月17日～12月27日 




国立極地研究所  に貸出（宇都宮高校進路研修） ナンキョクオキアミ標本１点 
（23）平成18年11月 28日～12月5日 
Do!! Science GP.  に貸出    コウテイペンギンフリッパー標本1点 
 (24)平成19年1月 18日～2月5日 
室蘭工業大学情報メディア教育センタ  ー  に貸出 イトマキヒトデ等動物標本4点 
地衣類蘚苔類植物標本７点 
 (25) 平成19年2月 1日～2月8日 
袖ヶ浦市立総合教育センタ  ー  に貸出  コウテイペンギンフリッパー等動物標本4点 
 (26)平成19年2月8日～2月12日 
国立極地研究所  に貸出    ユキドリの剥製等動物標本12点 
地衣類蘚苔類植物標本3点 
 (27)平成19年2月14日～19日 
国立極地研究所  に貸出    コウテイペンギンフリッパー標本1点 
 (28)平成19年3月13日～11月6日 




国立極地研究所  に貸出    コウテイペンギンフリッパー標本1点 
 (30)平成19年3月30日～4月2日 









  a．蘚苔類標本データベース 
 極地及びその周辺域から得られた標本は約30,000件。分類別、地域別で整理され、検索が可能である。 
  b．極域地衣類標本データベース 
 極地及から得られた標本は約5,000件。分類別、地域別で整理され、検索が可能である。 
  c．極域生物標本データベース 
 極地及びその周辺域から得られた展示標本、蘚苔類、地衣類、羊歯類、藻類、種子植物及び動物を含む全標本は
約50,000件。分類別、地域別で整理され、検索が可能である。 
  d．極域冷凍標本データベース 
 極地及びその周辺域から得られた植物（蘚苔類、地衣類、藻類、藍藻類等）は約 2,800 件。分類別、地域別で整
理され、検索により、生試料の利用が可能である。 
  e．動物標本画像データベース 
 南極から得られた代表的な液浸標本、乾燥標本が約 2,500 点。全写真、記載による画像データベースとして管理
され、一部インターネット上で公開し、利用が可能である。 







・Catalog of Moss Specimens from Antarctic and Adjacent Regions（1987） 
・極域冷凍植物資料カタログ（1992） 




・World Bryophyte Database（World Herbaria-NIPR） http://antmoss.nipr.ac.jp/bsdb.htm 
・極域生物多様性データベース（Antarctic mosses） http://antmoss.nipr.ac.jp/database2.html 


































顕微ラマン分光分析装置 日本分光製 NRS-1000 微小鉱物の同定 所内外の研究者が随時利用 



































を通じてインターネットで公開している。図 1に学術データの流れを模式的に示す。   
 南極データマネージメント合同委員会（Joint Committee of Antarctic Data Management; JCADM）の要
請に応じて、国内の極域関連データの主要な提供元（National Antarctic Data Center; NADC）として機




図 1 学術データの流れの模式図 
 
（２）世界オーロラ資料センター  
世界オーロラ資料センタ （ーWDC for Aurora）は、国際科学会議（ICSU (International Council of Scientific 



















































表 1 大型計算機システム稼働状況 
 
年・月 CPU時間(時間)  
2006年 4月 42,405.2 (*) 
5月 44,372.7  
6月 57,193.0  
7月 56,795.5  
8月 57,193.0  
9月 50,191.2  
10月 50,160.3  
11月 40,483.1  
12月 20,945.0  
200７年 1月 27,288.2  
2月 46,185.6  
3月   






















門倉昭 超高層モニタリングデータ処理 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉昭 南極周回気球（PPB)実験データの解析 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉昭 アイスランド３観測点のデータ処理、データベース化 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
行松彰 Processing and analysis of SuperDARN hf radar data 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
行松彰 







藤田茂 様々な太陽風変動に対する磁気圏の応答 気象大学校 
森本真司 地球表層における温室効果気体の循環に関する研究 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
金尾政紀 地震モニタリング観測データのアーカイブと公開 国立極地研究所 地圏研究グループ 










外田智千 南極ならびに周辺地域の地質学的・岩石学的・年代学的研究 国立極地研究所 地圏研究グループ 
明野和彦 IGS(国際 GNSS事業）観測点保守 
国土交通省国土地理院 企画部国際交流
室 









川村順子 情報図書室蔵書目録の公開他ホームページ用 国立極地研究所 情報図書室 
臼井佑介 極域における最下部マントルの地震学波速度不均質について 国立極地研究所 地圏研究グループ 
野崎憲朗 電離層定常観測 情報通信研究機構 













浦島智 オーロラトモグラフィーの研究 富山県立大学工学部電子情報学科 
外内博 南極国際会議関連ホームページ 国立極地研究所 企画課 
岡田雅樹 広報室作成ホームページ用 国立極地研究所 極域情報基盤センター 




 松井宏晃 計算機シミュレーションによる地球磁場成因の研究 
Department of the Geophysical Sciences, 





土井浩一郎 合成開口レーダデータのアーカイブ 国立極地研究所 地圏研究グループ 
岡田雅樹 NetCommonsシステムの開発 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
岡田雅樹 NetCommonsユーザ配布用 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
海老原祐輔 地球磁気圏の数値シミュレーション 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
海老原祐輔 南極点基地全天イメージャー観測 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
麻生武彦 極域超高層大気物理学の研究 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
麻生武彦 EISCATレーダーによる超高層電磁圏物理の研究 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
山本道成 流星の電波観測 国立極地研究所 事業部 













野木義史 ゴンドワナ分裂に関する研究 国立極地研究所 地圏研究グループ 
















海老原祐輔 宙空圏グループに関する広報をウェブを通して行う  国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
岡田雅樹 極地研ホームページ 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
岡田雅樹 極域情報基盤センターユーザ向けホームページ 国立極地研究所 極域情報基盤センター 





中野慎也 データ同化によるリングカレントのモデリング 統計数理研究所 
伊村智 生物のホームページ 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
伊村智 CAEMのホームページ 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
伊村智 基礎生産モニタリング 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
伊村智 STAGEプロジェクト 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
伊村智 MERGE プロジェクト 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
岡田雅樹 南極観測隊ホームページ用 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
宮岡宏 観測隊用提出書類様式の配信 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
平沢尚彦 
Aircraft observation of aerosols distribution in East Antarctic area 
planed in collaboration with Japan (JARE48) and Germany 
国立極地研究所 極域情報基盤センター 









伊村智 新領域融合研究センター・地球生命システム 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
Jayachandran 
Thayyil 
SuperDARN Data Analysis 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
渋谷和雄 南極における測地学研究 国立極地研究所 地圏研究グループ 


















行松彰 国際 SuperDARNデータ配布システム 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
金尾政紀 IPYシンポジウム 国立極地研究所 極域データセンター 






















































所や NASA の衛星打ち上げ時にテレメトリデータ 取得を目的とするロケット追尾支援を行ってきてい
る。  
47 次隊の越冬期間中（2006 年 2 月~2007 年 1 月）に昭和基地の多目的衛星データ受信設備を用いて
各衛星を受信した。米国の気象衛星である DMSP および NOAA 衛星は、それぞれ 6242 パス、3535 パス受














平成 8 年 11 月から学術情報センター（現国立情報学研究所）に接続し、図書及び雑誌の所蔵情報
を提供している。平成 19 年 3 月 31 日現在の登録所蔵レコード数は、図書（和洋共）19,063 件、雑誌（和
洋共）3,279 件で、ロシア語図書を含め、過去受入図書はすべて登録されている。平成 12 年度より図
書館システムが整備され、Web からキーワードによる所蔵資料の目録検索 (OPAC) が利用可能である。
同システムを用い、当室発行の学術雑誌について 2003 年以降の発行分より本文 PDF を公開している。 




（2）年度別蔵書数及び増加冊数                            (  )内は増加冊数 
区 分 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 
 和 書 6,741  6,284 6,498 6,828 7,094 
    (143) (-457) (214) (330) (266) 
  洋 書 13,700  13,690 13,945 14,236 14,639 
単行本   (166) (-10) (255) (291) (403) 
  計 20,441  19,974 20,443 21,064 21,733 
    (309) (-467) (469) (621) (669) 
 和 書 1,754  1,842 1,872 1,883  1,897 
    (86) (88) (30) (11) (14) 
  洋 書 1,510  1,553 1,564 1,569  1,570 
小冊子  (26) (43) (11) (5) (1) 
  計 3,264  3,395 3,436 3,452  3,467 
    (112) (131) (41) (16) (15) 
 和 雑 誌 2,361  2,256 2,257 2,347  2,465 
  (70) (-105) (1) (90) (118) 
製本 洋 雑 誌 19,278  19,447 19,534 19,924  20,521 
雑誌  (476) (169) (87) (390) (597) 
  計 21,639  21,703 21,791 22,271 22,986 
    (546) (64) (88) (480) (715) 
合        計 45,344 45,072 45,670 46,787 48,186  
 (967) (-272) (598) (1,117) (1,399) 
 
（3）年度別所蔵雑誌タイトル数 
区   分 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 
和 雑 誌 844 866 886 861 878 
洋 雑 誌 2,399 2,417 2,427 2,639 2,826 
























第 47 次隊の南極域における活動の後方支援にあたり、安全な観測活動の遂行を支えた。第 47
次隊の夏隊は平成 18 年 3月末、越冬隊は平成 19 年 3 月末に所期の目的を達成して無事帰国した。
第 48 次隊は、平成 18 年 11 月末に南極域へ派遣されたが、その各種準備作業を支援した。夏隊は
平成 19 年 3 月末、所期の目的を達成して無事帰国した。越冬隊の後方支援を開始した。第 49 次
隊の編成作業の支援を平成 19 年 1 月より開始した。これらの活動は、主として事業部組織との連












































1. 第 47 次日本南極地域観測隊 
1) 編 成 
人員 60名(越冬隊 37名、夏隊 23名) 
(1) 越冬隊 
部門 氏  名 所     属 
副隊長兼越冬隊長 神 山 孝 吉 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
定常観測 電 離 層 安 藤 嘉 章 独立行政法人情報通信研究機構 
 
 
気  象 成 田   修 気象庁観測部 
 
 
  毛 利 光 志 気象庁観測部 
 
 
  中 島 浩 一 気象庁観測部 
 
 
  滝 沢 厚 詩 気象庁観測部 
 
 









三 浦 英 樹 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
  
  
澤 柿 教 伸 国立大学法人北海道大学大学院地球環境科学研究院 
  
  





岩 﨑 正 吾 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 
  
  





千 田 克 志 測位衛星技術㈱ 
  
  
矢 吹 正 教 日本学術振興会特別研究員 
  
  





尾 﨑 光 紀 国立大学法人金沢大学大学院自然科学研究科 
設営 機  械 増 山 英 一 海上保安庁警備救難部 
 
 










  室 田 恭 宏 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部（五洋建設㈱） 
 
 





  上 原   誠 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱関電工) 
  髙 松 次 郎 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(ヤンマー㈱) 
 
通  信 中 本 栄太郎 海上保安庁警備救難部 
 
 
  森   昭 人 総務省関東総合通信局 
 
 
調  理 角    治 男 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 ((財)主婦会館） 
 
 
  河 村 正 治 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 
 
 















  永 木   毅 
情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 
(日本大学大学院理工学研究科) 





  蓮 池 久 永 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部（ＫＤＤＩ㈱） 
 
 










  山 口 正 人 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 
 
(2) 夏隊 
部門 氏  名 所     属 
隊長兼夏隊長 白 石 和 行 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
副隊長 
(ドームふじ基地担当) 本 山 秀 明 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
副隊長(夏期設営担当) 勝 田   豊 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 
定常観測 海洋物理 増 田 貴 仁 海上保安庁海洋情報部 
 
 
海洋化学 伊 藤 禎 信 海上保安庁海洋情報部 
 
 
測  地 岡 村 盛 司 国土地理院測地部 
研究観測  藤 沢 正 孝 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 (杉山スキー＆スノーボードスポーツスクール) 
  新 堀 邦 夫 国立大学法人北海道大学低温科学研究所 
   田 中 洋 一 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 (㈱ジオシステムズ） 
  吉 本 隆 安 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
（アイオーケイ㈱） 
  福 井   学 国立大学法人北海道大学低温科学研究所 
  本 多 正 樹 (財)電力中央研究所環境科学研究所 
  下 田 春 人 海上技術安全研究所 
  野 木 義 史 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
  藤 田 秀 二 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
  秋 山 護 穂 情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
（㈱エムケー建築工房） 
  鈴 木   充 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱関電工) 
  一 宮 睦 雄 ㈱コスモス 
  高 野 淑 識 国立大学法人北海道大学大学院理学研究科 
  村 上 康 幸 海洋電子㈱ 
設営 設営一般 神 藏 良 隆 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(飛島建設㈱) 
  横 山 康之介 国立大学法人新潟大学財務部 
  北 島 弘 一 国立大学法人福井大学総務部 
 
○同行者 
区  分 氏  名 所  属  等 
外国人研究者 洪   鐘 國 韓国極地研究所 
科学ジャーナリスト 柴 田 鐵 治 科学ジャーナリスト 
研 究 者 小 方 康 至 情報･システム研究機構国立遺伝学研究所 
放射線アイソトープセンター 
行  政 枡   厚 生 環境省地球環境局 
大学院学生 齊 藤 憲 二 総合研究大学院大学生命科学研究科 






区 分 部 門 観 測 項 目 ・ 観 測 計 画 名 担 当 機 関 
電  離  層   ・電離層垂直観測 ・リオメータ吸収の測定 ・電波によるオーロラ観測 情報通信研究機構 
気     象  ・地上気象観測 ・高層気象観測 ・天気解析 ・特殊ゾンデ観測               






潮     汐  ・潮汐観測 海上保安庁 
宙  空  圏 
◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究  
  ・SuperDARNレーダーを中心としたオーロラと極域電磁圏変動の研究 
 ・極域大気圏・電離圏の上下結合の研究 
気  水  圏 
◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究 
  ・氷床－気候系の変動機構の研究観測(ドームふじ氷床深層掘削計画) 
 ・南極域における地球規模大気変化観測 
生  物  圏 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究    ・低温環境下におけるヒトの医学・生理学的研究 

















宙  空  圏  ・宙空モニタリング観測 
気  水  圏 
 ・大気微量成分モニタリング (温室効果気体) 
 ・大気微量成分モニタリング (エアロゾル・雲) 
 ・氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニタリング 
地     圏  ・南極プレートにおける地学現象のモニタリング観測 










測 学 際 領 域 














区 分 部 門 観 測 項 目 ・ 観 測 計 画 名 担 当 機 関 
海洋物理  ・海洋物理観測 海上保安庁 





 測    地 ・基準点観測 ・地磁気測量 ・重力測量  国土地理院 












































測 生 物 圏 ・海洋生産モニタリング 
・陸上生態系長期変動モニタリング 
国立極地研究所 





















































〔目 的〕第 47 次南極地域観測隊員に対し、極地行動に関する各種訓練やの南極観測計画に関する
講義及び所要の訓練を実施し、所要の知識や技術を習得させると共に、団体生活を行うこ
とによって、相互の協力、意思の疎通を図るために実施した。 










観測船「しらせ」は、例年通り 11月 14日に東京港を出航した。観測隊及びその同行者、計 59名
は 11 月 28 日に成田空港から西オーストラリアに向けて出発し、翌 11 月 29 日にフリーマントル港
で「しらせ」に乗船した。 
「しらせ」は 12 月 3 日にフリーマントルを出航した後、海上重力・地磁気、大気微量成分、海洋
物理・化学、海洋生物、海氷観測、漂流ブイの放流等の船上観測を実施しつつ、12月 8 日に南緯 55





12 月 17 日に昭和基地まで 41 マイルの位置から第 1 便が飛んだ。その後も「しらせ」はチャージ







2005 年 9 月に油漏れが発見された金属タンクの修理は、貨油の輸送が始まるまでに終えることが
必須であったため、「しらせ」の接岸に先立って、最優先で作業を実施した。 
「しらせ」は昭和基地に接岸の後、ただちに貨油輸送及び氷上物資輸送を実施した。貨油のパイプ












行った。また、基地では、VLBI の受信を、夏期間中に引継ぎを兼ねて 2 回実施した。1 月下旬には




S17 付近を航空拠点とした、日独共同航空機観測では、1 月 3 日から 1 月 29 日までの間に、ドイ
ツ、アルフレッド・ウェーゲナー極地海洋研究所の保有するドルニエ機（POLAR-２）により、総飛
行時間は 111時間 34分の観測を実施した。１月 4日から 23日まで陸域観測時の非常救難用として、
バスラーBT67機(以下、バスラー機という。運航は Enterprise 社、カナダ)が待機し、バスラー機が
不在の間は、「しらせ」搭載ヘリコプターが救難待機の任にあたった。観測期間中、S17 航空拠点に
は 4名の日本側隊員と 11名のドイツ（8名）とカナダ（3名）からの航空機観測要員が滞在した。 
 
④復路の行動と船上観測 
「しらせ」は 2 月 11 日にドームふじ旅行隊を S16 から収容し、翌 12 日に昭和基地に残留してい




つつ、3月 13日に東経 150度線を北上開始した。3月 16日には南緯 55度を通過し、3月 21日にシ
ドニー港へ入港した。一部の同行者は適宜帰国の途につき、第 46次越冬隊、第 47次夏隊および他の




ダーの本山副隊長ら、越冬隊 2 名と夏隊 5 名の７名からなる。平成 17 年 10 月 30 日、成田を発ち、
空路でケープタウン経由、11月 3日にロシアのノボラザレフスカヤ基地に到着し、6日、同基地より
更にバスラー機により ARP2地点に着いた。そこから、待ち構えていた第 46 次越冬隊の雪上車を乗
り継いで、11月 18日、ドームふじ基地に入った。 
ドームふじ基地では、第 46 次越冬隊のドームふじ旅行隊（古崎リーダーら 7 名）とともに、第 2




の 2名は 1月 14日に無事帰国した。この帰国便は、偶然にトロール基地に飛来していた DROMLAN
チャーター機であるフィンランド空軍機(C130 型輸送機)を利用することが出来たために可能となっ
た。 
そのほかの第 47次夏隊員 5名は、直接迎えに来たバスラー機により 1月 28日、ノボラザレフスカ
ヤ基地に戻り、ケープタウンを経由して、2 月 9 日に成田空港に帰国した。越冬隊員１名は第 46 次





プ 4 か年計画」が開始された。第 47 次隊は夏期作業の合間に 3 回、昭和基地周辺の一斉清掃を「し
らせ」乗員の協力を得て実施した。このほかに、2 月 12 日午前夏隊が越冬隊と別れることになった
日の午前中に、ボランティアでの基地清掃を募ったところ、夏隊の 14 名が参加して、見晴らし岩上
陸地、Cヘリポート周辺の一斉清掃をした。 



















番号 送 稿 日 題   名 報道の実際＊ 
1 12月１日 「しらせ」船上で餅つき  
2 12月３日 「しらせ」南極へ向け出港  
3 12月５日 第 1 次観測隊が見た大流星群のナゾ解け
る  
4 12月７日 氷山見ゆ  
5 12月８日 南極へ向う二人の女医さん  
6 12月17日 昭和基地へ一番機 朝日，産経、神戸、河北 
7 12月24日 「しらせ」昭和基地に接岸 朝日、時事 
8 １月２日 南極 50周年の年明ける  
9 １月４日 日独共同観測始まる 朝日 
10 ２月１日 越冬隊交代  
11 ２月12日 「しらせ」帰国の途に  
12 ３月13日 観測船「しらせ」南磁極を通過し、北へ  
13  ドーム掘削 2000ｍ突破 時事、 
14  ドーム掘削 3000ｍ突破 朝日 
15  ドーム掘削 3029ｍ成功 朝日、毎日、共同、時事 
＊ （確認できたもののみ） 
表２ 第 47次夏期行動経過概要 
年月日 事  項 
2005年  
10月30日 ドームふじ隊 7名 成田発 
11月14日 「しらせ」晴海出航 
11月 ドームふじ航空隊、ARP2にて第 46次隊ドームふじ旅行隊と合流。 
11月 ドームふじ航空隊、ドームふじ基地着。 
11月28日 観測隊本隊 成田発 
12月3日 フリマントル出港 
12月7日 初氷山視認 
12月8日 南緯 55度通過 


















２月９日 ドームふじ航空隊 成田帰国。 





３月16日 南緯 55度通過 
３月21日 「しらせ」、シドニー入港。 
３月27日 「しらせ」、シドニー出港。 















  第 47 次南極地域観測越冬隊は、越冬隊長以下隊員 36 名で構成され、第VI期 5 か年計画の最終
年次の越冬観測を実施した。2006年 2月 1日、第 46次越冬隊から実質的に昭和基地の運営を引継
ぎ、2007年 2月 1日に第 48次越冬隊に引継ぐまでの 1年間、基地、野外での観測および基地運営




  2006年 2月 21日、はじめてのブリザードを体験、ブリザードに伴う外出制限を実施した。ブリ
ザードは、2月から 10月にかけてA級 4回を含む、合計 23回、悪天などのため、2月から 10月に
かけて、8時から 23時の通常業務時間帯で外出禁止 8日を含む 33日の外出制限を行った。 
  2月の平均気温は平年値の-3.0℃に対し-4.3℃とかなり低く、最高気温の月平均値も平年値-0.7℃
に対し-1.9℃でこれまでの観測で 1 番低い値となった。3 月は風が全般に強く月平均で強いほうか
ら歴代 7位となり、NOAA画像にてリュツォ・ホルム湾定着氷が沖から割れてさらに水開きが拡が
っている様子が確認できた。4 月 6 日 3時 10 分から 7 日 17 時 30 分の間続いたB級ブリザードが
開けた 8日、西の浦方面で開氷面および氷山の流出を確認した。その後オングル海峡ラングホブデ
方面にも開水面が確認でき、5月 8 日 09時 40 分から 10日 13時 30 分のA級ブリザード、引き続































  内陸での観測に関連し、気水圏系では 48 次隊夏期計画であるドームふじ基地での氷床深層掘削
のための諸準備作業を行い、8 月中旬から中継拠点への燃料等の輸送を行った。10 月中旬からは、
7 名が雪上車 5 台に分乗し、航空機で南極入りした 48 次隊員を途中で出迎えるとともに、ドーム
ふじ基地では、基地設営・掘削作業支援を実施した。 

























 ⑦設営    
  2月 1日越冬交代以降、本格的に昭和基地の維持･管理に入った。【燃料管理】越冬交代後に見晴
らしにある 100kl金属タンク・200klターポリンタンク・FRPタンクの在庫量確認及び南極軽油な






















室に週に 1 回提出した。【発電機停電】1 月中旬にオーバーホール後の 2 号機の試運転を開始した
ところ、「クーラー冷却水断水による重故障」が発報し全停電となった。停電時間は約 48 分間で、













番号 観測責任者 観測名 場所 
5 三浦 英樹 海氷ルート上の氷厚測定 宗谷海岸沿岸 
7 三浦 英樹 海底堆積物の音響層序調査と海底堆積物の採取 宗谷海岸沿岸 
9 三浦 英樹 底部氷の採取 宗谷海岸沿岸 
15 斎藤 健 ドームふじ基地における観測及び検層 内陸 
16 斎藤 健 冬明け内陸中継拠点燃料デポ旅行及び観測 内陸 
17 斎藤 健 S16~ドームふじ旅行(往路) 内陸 
19 斎藤 健 航空中継拠点における 48 次航空機オペレーション
地上支援 
内陸 
22 斎藤 健 氷床表面質量収支のモニタリング 内陸 




29 成田 修 地上気象観測 北の浦 
38 成田 修 地上気象観測及び大気混濁度観測（移動） 内陸 




47次越冬中に実施された野外行動は、日帰りが 301件、宿泊を伴う旅行が 61件であった。 













  2006 年 4 月 6-7 日のB級ブリザードの後に西オングル島西方に開氷面および氷山の流出を確認し、


















40 成田 修 地上気象観測及び大気混濁度観測（移動） 宗谷海岸沿岸 
41 成田 修 地上気象観測及び大気混濁度観測（移動） 海氷上 
66 山本道成 宙空モニタリング観測 西オングル島 
68 千田克志 内陸GPS S16 
72 澤柿 教伸 GPSによる海氷潮汐観測 西の浦 
74 千田克志 沿岸露岩域における広帯域地震計観測 宗谷海岸沿岸 
82 千田克志 沿岸露岩GPS観測 宗谷海岸沿岸 
87 尾崎光紀 無人磁力計ネットワーク観測 スカーレン・H100（内
陸旅行隊に依頼） 
181 矢吹正教 日独共同航空機観測（48次）の準備旅行 S17 













8月：ほとんどの場所で海氷厚は 1 mを越え安定。 
9月：ほとんどの場所で海氷厚は 1.2 mを越え安定。 
10月：ほとんどの場所で海氷厚は 1.5 m前後で安定。7-8日に襲来したA級ブリザードにより、海氷
上に軟雪が厚く積もった。 






一年間のNOAA衛星画像を月ごとに列挙する。なお，太陽高度が高い 2~4 月および 11~1 月は可視
領域(0.58~0.68 µm)の反射強度を示すCh1 画像を用い、暗夜期の 5~10 月は熱赤外領域(10.3~11.3 
µm)の放射強度(放射温度)を示すCh4画像を用いた。 
2月　可視 3月　可視 4月　可視 5月　赤外
6月　赤外 7月　赤外 8月　赤外 9月　可視









































を通じて 1.5 m以上の氷厚があり、安定して利用できた。 
 ●西オングルルート（W）：西オングル島テレメトリー小屋へ通じるルートで、北の浦ルートから
北上し、北の瀬戸を通過して西の浦に出て、おんどり島からテレメトリーのアンテナを目指して







した 6月 29日に設置後、氷厚は常に 1.5 m以上あって、12月上旬まで安定して利用できた。 
 ●向岩ルート（M）：4月 5日に向かい岩までの暫定氷上ルートを設置した。この時点で、とっつき
岬ルートとの分岐点から 3.3 km地点で氷厚が 25 cmと最も薄くなっていた。オングル海峡の海氷
が流出したことにともない、このルートは失われた。その後、7 月 18日に再設置を行い、翌年 1
月上旬まで 1.5 m以上の氷厚があって安定して利用できた。しらせの航跡周辺に段差があったり、
向い岩上陸点付近にタイドクラックがあったりしたが、特に問題なく通過できた。 
 ●ラングホブデルート（L, LY）：向い岩ルートの途中から南下し、南緯 69度 15分でラングホブデ・
雪鳥沢小屋に至るルートへ東進するルートである。7 月 27 日に 30 系雪上車を用いて日帰りで工
作を開始  し、8 月 10-11 日の一泊旅行で雪鳥沢小屋までのルートを開通させた。長頭山付近
まではドリフトによる凹凸が激しいが、それより以南は裸氷あるいはしまった積雪面で走行は楽。





















kmのルート。海氷上での宿泊が禁止されているため、片道 3 時間を日帰りで往復した。4-5 月に















ングル海峡中央部で氷厚が 26cm、氷厚を見ながら約 1ヶ月半を要して 4月 21日にとっつき岬ま
で設置。4月 21日時点で海氷厚はオングル海峡中央部で 36cmであった。このルートは 5月 8日




 ●岩島ルート(I)：5 月 8 日からのブリザードに伴い、岩島東側のTルートが不安定になった為、5
月 13 日、岩島西側から岩島の北でTルートに合流するルートを設置、岩島付近では氷山と岩島の
影響でドリフトが発達、ドリフトを回避しながらの利用であった。 
 ●岩島東ルート(IE)：岩島(I)ルートとTルートを結ぶ最短路として 5月 13日に設置したが、岩島の
影響が大きく、クラックが不安定の為、利用はしていない。 





















 ドームふじ基地の再開作業は、先発隊 4 名が到着した 2006 年 12 月 1 日から開始された。同日、基
地内外の現状確認を行い、再開に支障のないことを確認し、10:30 よりドリル作業室内の 3 号発電機の
立ち上げに取り掛かり、17:12 に始動した。3 日には 2 号発電機を立ち上げ、4 日基地内での生活を開
始した。 
 12 日に 47 次ピックアップ隊および 48 次航空隊が基地に到着した際には、既に基地の立ち上げが終
了していたので、速やかに全体打合せや基地内オリエンテーションを行い、今後の生活や作業について
共通認識を持つことができた。翌 13 日は休養日とし、14 日から装備品・掘削資材・食糧等の搬入や、
除雪等が実施された。 
 掘削準備は 16日に終了。同日 10:34にショートドリルを降ろし、掘削孔を確認した。17日、検層を
実施したが、電気的なトラブルが発生し、シーズン後半に延期を決定した。19日、今シーズンの掘削フ
ァーストランを行い 0.09mのコアを採取し、昨シーズンの最終コアと断面が一致することを確認した。
掘削は電気的なトラブルが多々発生し、平均コア長は 1mに満たなかったが、1月 26日 3035.22mに達
し終了した。 
 コア処理は主に持ち帰りコアの梱包を行った。12 月 14日、48 次越冬隊員を中心に作業準備を行い、
15-16日の二日間でHolocene分、中ダン 48梱の持ち帰り梱包を終了した。18日からブリットルゾーン
（607.0m～872.5m）の持ち帰り梱包を開始し、27 日に全て終了した。28 日、雪取雪洞に保存されて
いたDF1Aコア 640ケースを全員作業でコア貯蔵室に移動した。1月 2日～6日、DF1Aコア中ダン 104
梱包、DF2（深度 300～400 m ，1000～1200 m）中ダン 104箱の梱包を終了した。持ち帰りコアはS30
からヘリコプターで「しらせ」に収容された。 
 観測は 1 月に雪温観測データロガーのデータ回収・保守、36 本雪尺の測定・保守、積雪内水蒸気輸
送サンプリング、布曝露試験サンプル交換、DF80 にて内陸表面積雪サンプリング（極限微生物）を行
った。 







































































紋別市立流氷科学センター スノーモービル 平成10年4月13日  ○ 
石川県立航空プラザ ピラタスポーター1号機 平成5年9月1日～ ○  
いすず自動車 65KVA発電機 平成10年4月13日  ○ 
















白瀬南極探検隊記念館 大型雪上車KD60-5 平成12年4月13日  ○ 
ヤンマーディーゼル(株) 発電機(200KVA) 平成9年3月  ○ 




保管物品 保管場所 保管方法 保管開始 備考 
大型雪上車 KD602 
(8次隊搬入) 




見晴らし岩 裸  同上 
大型雪上車スノーキャット 
(11次隊搬入) 
見晴らし岩 裸  同上 
旧発電棟部材(第 1次隊) 天測点脇 シート掛 1994.2～ 同上 
旧医務室部材(第 1次隊電離棟) 第 2夏宿脇 シート掛 1998.3～ 同上 
通信棟部材(第 7次隊) 第 2夏宿脇 シート掛 1998.3～ 同上 
建物仕様は 1次と同じ 









（１）期 間  
平成 18年 11月 13日～平成 18年 12月 19日 
（２）日 程 
   平成 18年 11月 13日   東京（成田）発 
                  14日 クライストチャーチ着 
                  15日 装備品受け取り 
                  16日 クライストチャーチ発 
                        マクマード基地着 
   12月 14日 マクマード基地発 
                       クライストチャーチ着 
                  19日 クライストチャーチ発 
      東京（成田）着 
(３) 派遣者 
伊村智（国立極地研究所・助教授） 
























平成 18年 12月 1日～平成 19年 1月 31日 
（２）日 程 
   平成 18年 12月 1日 東京（成田）発 
          2日  チリ（プンタアレナス）着 
        3～8日  調査準備・航空機の天候待機 
           9日  チリ（プンタアレナス）発 
            キングジョージ島・世宗基地着 
平成 19年 1月 28日  キングジョージ島・世宗基地発 
              プンタアレナス着 
           29日  プンタアレナス発 
           31日  東京（成田）着 
(３) 派遣者 
高橋晃周（国立極地研究所・助教授） 
   森 貴久（帝京科学大学・講師） 
(４) 研究課題 
南極キングジョージ島における生物応答性と適応進化に関する研究 























昭和基地は東南極リュッツォ・ホルム湾東岸の大陸氷縁から西に 4 km 離れた東オングル島上に
あり，天測点は 69°00′22″S、39°35′24″Eで標高は 29.18 mである。 
（２）建築物 
建物 61棟の総床面積は約 6777.8m2で発電棟 3，居住棟 2，管理棟 1，観測・研究棟 18，倉庫 4，














































建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
1957 (1) 木製パネル(断面図は旧電離棟と同じ) 
旧 娯 楽 棟 
40 歴史的保存建物 
1966 (7) 木製パネル 
旧 電 離 棟 
40 電離層観測、倉庫 
1966 (7) 木製パネル、特殊コネクター使用 
地磁気変化計室 
12 地磁気絶対測定 
1966 (7) 軽量鉄骨、木製パネル、12次で 14.5㎡を増設 
旧 送 信 棟 
29   
1967 (8) 高床、木製パネル 
観  測  棟 
138 気水圏、超高層観測、個室 2 
1995 (36) 高床、木製パネル 
放  球  棟 
24 気象ゾンデ放球 
1967 (8) 高床、アルミパネル 
管  制  棟 
28 倉庫 
1969 (10) 高床、鉄骨、木製パネル レーダーテレメーター室 
(RT棟) 86 ロケットレーダー、テレメーター 




発  射  台 
135 ロケット発射台 
1970 (11） 高床、軽量鉄骨、折板 
観 測 倉 庫 
81 電離層、気象を除く観測部門倉庫 
1970 (11） 軽量鉄骨、鋼板パネル 
第  11  倉  庫 
204 設営部門倉庫 
1972 (13） 高床、木製パネル 
推    薬    庫 
67 観測倉庫 
1973 (14） 高床、木製パネル 
気    象    棟 
101 気象観測、屋上パラボラアンテナ 
1973 (14） 高床、軽量鉄骨、木製パネル 
気 象 棟 前 室 
27 気象用倉庫 
1974 (15） 高床、木製パネル 
環 境 科 学 棟 
101 生物、医学観測 
1975 (16） 木製パネル 
送    信    棟 
72 短波通信送信機室 
建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
1977 (18） 高床、木製パネル 
電  離  層  棟 
101 電離層観測 
1978 (19) 高床、木製パネル 
地    学    棟 
101 地学、雪氷、地震観測 
1978 (19) 高床、木製パネル 
旧水素ガス発生機室 
8 気象物品倉庫 
1979,80,2000 高床 2階、木製パネル、増築は鋼板パネル 第 1夏期隊員宿舎 
(20,21,41増築） 435.4 48ベット、60名食堂、増築部に風呂、便所 
1981 (22） 高床、木製パネル 
情 報 処 理 棟 
94 宙空観測 
1982,83 鉄骨 2階、鋼板パネル 
発    電    棟 
(23,24） 425 300kVA発電機 2基、冷凍、暗室、風呂、便所、洗面、
理髪室 
1985 (26) パイプ、断熱シート 
仮  作  業  棟 
112 航空・建築物品、資材庫 
1986 (27） 鉄骨、鋼板パネル 
作 業 工 作 棟 
289 車両整備、機械物品庫 
1988 (29) 高床、木製パネル 
衛 星 受 信 棟 
117 衛星受信設備 
1990 (31) 高床、鋼板パネル ヘ リ ポ ー ト 
待  機  小  屋 32 しらせヘリ要員待機 
1991 (32） 木製パネル 
重  力  計  室 
49 超伝導等重力観測 
1992,93 1階鉄骨、2・3階集成材、鋼板・木製パネル 
管    理    棟 
(32,33) 722 隊長室、厨房、食堂、医務室、体育娯楽室、図書室、通
信室、倉庫 
1993 (34） 鉄骨、鋼板パネル 
旧 焼 却 炉 棟 
25 木工室 
1994,95 高床、鉄骨、鋼板パネル 通    路    棟 
(35,36) 290 主要部通路 
1995 (36) 高床、鋼板パネル 
気水圏ボンベ室 
27 観測用ボンベ格納 
1995 (36) 高床、鋼板パネル 
第 1HFレーダー小屋 
16 HFレーダー観測 
建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
1996 (37） 高床、鋼板パネル 
第 2HFレーダー小屋 
23 HFレーダー観測 
1996 (37) 鉄骨 2階、鋼板パネル、木製パネル 
倉    庫    棟 
454 冷凍庫、冷蔵庫、設営倉庫、設営事務室 
1996 (37) 木製パネル 
地  震  計  室 
42 地震観測 
1996 (37) 鉄骨平屋、鋼板パネル 
非 常 発 電 棟 
63 非常発電機 2基 
1997 (38） 高床、木製パネル 
第 1 居 住 棟 
284 個室 21 
1997 (38） 鉄骨平屋、鋼板パネル 
汚 水 処 理 棟 
109 汚水浄化 
1998 (39） 高床、木製パネル 
第 2 居 住 棟 
284 個室 21 
1998 (39） 高床、鉄骨、鋼板パネル 
通路棟(増築部分) 
63.5 防火区画 A～発電棟通路 
1999 (40） 高床、鉄骨、鋼板パネル 3 
汚水処理棟通路 
20.4 汚水処理棟～倉庫棟 




(40,41) 高床、木製パネル(旧 9・13居住棟移設、機械室、増設) 第 2夏期隊員宿舎 
257.5 ベッド 40、ラウンジ、トイレ 
2000 (41) パイプ、断熱シート 
第 1廃棄物保管庫 
136 廃棄物保管 
2001 (42） 鉄骨平屋、鋼板パネル 
焼  却  炉  棟 
56.3 焼却炉、生ゴミ炭化装置 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
廃棄物集積場 
30.4 廃棄物集積 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
光 学 観 測 棟 
50.9 光学観測 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
西部地区配電盤小屋 
9.7 配電盤設備 
2002 (43) 鋼板パネル 
第 2廃棄物保管庫兼車庫 
170 廃棄物及び車両保管 
建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
2002 (43) 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
東部地区配電盤小屋 
9.7 配電盤設備 
2003 (44) 高床、木製パネル 
非常用物品庫 
120 非常用装備保管 
2003 (44) 高床、鋼板パネル 
小型発電機小屋 
48.6 60kVA発電機 2基 
2004 (45) 高床、鋼板パネル 
清浄大気観測室 
29.6 清浄大気観測 
2004 (45) 高床、鋼板パネル 
インテルサット制御室 
28.0 インテルサット通信設備 
2005 (45) 鋼板パネル（ドーム型） 
車     庫 
360 車庫 






1998 (38) 高床、鋼板パネル 
予備食冷凍庫 
36.5 食料保存 
1967 (8) コンテナ 
第 ８ 冷 凍 庫 
7.4 夏宿食料保存 
1998 (39) 高床、鋼板パネル 
夏 宿 冷 蔵 庫 
5.3 食料保存 











































常用電力用として 30kVA(24kW)ディーゼル発電装置 2 基が発電棟に設置されている。その他に
5kVA，3kVAディーゼル発電装置が非常用として保管されている。 
あすか基地建物一覧 
建設年 (隊次) 構造 
建物名 
床面積 ㎡ 現在の用途 
1984 (25) 鋼板塩ビ加工パネル 30マイル小屋 25.9 30マイル点の居住 
1984 (26) 鋼板塩ビ加工パネル 
飯場棟 14.6 1986年 (27次) で移設。倉庫 
1984 (26) 木製パネル 
主屋棟 
100.0  厨房・食堂・通信・寝室 
1985 (27) 木製パネル 
発電棟 95.0  発電機室・風呂・便所 
1986 (28) 木製パネル 
観測棟 105.0  観測室・医務室・寝室 
1986 (28) 鉄パイプラチス・木製パネル，一部分不燃パネル 














建物名 建設年 (隊次) 床面積 (㎡) 構造 
発電棟 1995 (35) 44.6 冷凍室パネル改造 
食堂棟 1994 (34) 36.5 冷凍室パネル改造 
居住棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
観測棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
医療居住棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
避難施設 1994 (34) 45.9 パイプトラス，断熱帆布 
ドリル作業室 1995 (35) 32.4 冷凍室パネル改造 
掘削制御室 1995 (35) 9.7 冷凍室パネル改造 
通路物品庫 1995 (35) 107.8 木軸，断熱鋼板パネル 
大気観測棟 1997 (38) 20.3 冷凍室パネル改造 

























 平成 17年度の南極地域観測に係る資料整理は、以下の資料等について実施された。 
 これらの資料整理は順調に進み、研究発表は、学会等における口頭発表の他 Memoirs、南極資料、
JARE Data Reports及び関係学会誌において行われている。 
 
1) 観測データ一覧 
定常観測・電離層                            
担当者・安藤 嘉章 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕




































観測名 データ内容 記録期間 記憶媒体・記録













海氷上（北の浦）の積雪 2006/2/14-2007/1/29 3.5インチMO 1枚 気象庁 




















2006/4/29-2007/1/15 3.5インチMO 1枚 気象庁 
GPSゾンデ GPSゾンデ観測結果 2006/2/1-2007/1/31 DVD 1枚 気象庁 










2006/2/1-2007/1/31 3.5インチMO 2枚 気象庁 
地上日射・放射
観測 




担当者・山本 道成／尾崎 光紀 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録




エコーデータ 2006/2/1- 2007/1/31 DDS4テープ 48本 国立極地研究所 
高精度高時間分解能
地磁気観測 磁場 3成分データ 
2006/2/2- 
2007/1/15 HDD 3台 国立極地研究所 

























担当者・山本 道成／尾崎 光紀 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録






























担当者・定常観測・気象部門 中島 浩一 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録















担当者・定常観測・気象部門 中島 浩一 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録






























 担当者・定常観測・気象部門   滝沢 厚詩 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録
















氷床-気候系の変動機構の研究観測（ドームふじ氷床深層掘削計画） 担当者   斎藤 健 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記























             担当者・気水圏部門 矢吹正教 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録
仕様・記録機 数量 保管機関 
極微細領域エアロゾル観測 粒子数濃度データ 





































































担当者・原 稔  
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録




2007/1 心理テスト用紙 1箱 京都大学 
 
プロジェクト研究観測・後期新生代の氷床変動と環境変動（リュツォ・ホルム湾における海底堆積物の掘削） 
担当者・三浦 英樹・岩崎 正吾・澤柿 教伸 
観測名 データ内容 単位 数量 保管機関 
海底堆積物の音響層序調査と
海底堆積物の採取 海底堆積物試料 1メートルコアバレル 12本 国立極地研究所 









観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録


































OHIG43データ 2006/2 K5専用ハードディスク 8台 国立極地研究所 
OHIG43 D-Cal デ
ータ 
2006/2 メール送付  
国立極地研究所 
VLBI実験 
OHIG44データ 2006/2 K5専用ハードディスク 4台 国立極地研究所 
OHIG44 D-Cal デ
ータ 
2006/2 メール送付  
国立極地研究所 
OHIG45データ 2006/11 K5専用ハードディスク 8台 国立極地研究所 
OHIG45 D-Cal デ
ータ 
2006/11 メール送付  
国立極地研究所 
OHIG46データ 2006/11 K5専用ハードディスク 12台 国立極地研究所 
OHIG46 D-Cal デ
ータ 
2006/11 メール送付  
国立極地研究所 
OHIG47データ 2006/11 K5専用ハードディスク 12台 国立極地研究所 
OHIG47 D-Cal デ
ータ 
2006/11 メール送付  
国立極地研究所 









観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録















2006/10/19 3.5インチMO・640MB 6枚 国立極地研究所 
新イメージング 
リオメタ観測 2次元 CNAデータ 
2006/2/1- 
2007/1/31 3.5インチMO・640MB 19枚 国立極地研究所 
旧イメージング 
リオメタ観測 2次元 CNAデータ 
2006/2/1- 
















2007/1/31 打点式チャート記録 8巻 国立極地研究所 
ATLASデータ 2006/2/1- 2007/1/31 3.5インチMO・640MB 48枚 超高層 
モニタリング 




担当者・気水圏部門 渡井 智則 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録機 数量 保管機関 
3.5"FD 24枚 国立極地研究所 
プリンタ用紙 1冊 国立極地研究所 





FTP転送   国立極地研究所 
 
3.5"FD 24枚 国立極地研究所 






FTP転送   国立極地研究所 
3.5"FD 24枚 国立極地研究所 







ペンレコーダチャート紙 12冊 国立極地研究所 







FTP転送   国立極地研究所 
 
大気微量成分モニタリング（エアロゾル・雲） 
担当者・気水圏部門  矢吹 正教 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・







































担当者・気水圏部門  斎藤 健 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録
仕様・記録機 数量 保管機関 












ル ー ト 上雪
尺、雪尺列、
雪尺網 
2006/1/18    






担当者 朽網 留美子 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕










CD １枚 極地研究所 
 
 「しらせ」船上における海氷観測 
担当者  三浦 英樹・岩崎 正吾・澤柿 教伸 













担当者  牛尾収輝 
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体・記録
















担当者・山本 道成／尾崎 光紀 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録



























 氷床-気候系の変動機構の研究観測（ドームふじ氷床深層掘削計画） 担当者  斎藤 健 



















































ー ト 上 （ 往 復
10km毎） 
サンプルビン 中ダン  2箱 極地研究所 
表面積雪化学
成分 DF80積雪 2007/01/14 DF80 ポリ袋 
中ダン 














積雪 2006/01/9 ドームふじ基地 ポリ袋 
中ダン 




007/01/26 ドームふじ基地 ポリ袋 
中ダン 



























































昭和基地 冷凍バイアル 35 
名古屋大学 
海氷上積雪サ












担当者・気水圏部門 渡井 智則 
観測項目 試料名 採取期間 採取場
所 試料の形態 数量 保管機関 
地上大気採取 ハロカーボン
類分析用 2006/2-2007/1 昭和基地 ステンレス容器 24本 東京大学 
地上大気採取 温室効果気体
分析用 2006/2-2007/1 昭和基地 
パイレックスガラ
ス容器 52本 東北大学 
地上大気採取
（ CO2 精 製
用） 
炭素同位体比
分析用 2006/2-2007/1 昭和基地 ガラスアンプル 52本 国立極地研究所 
地上大気採取 温室効果気体












析用 2006/2-2007/1 昭和基地 
パイレックスガラ
ス容器 24本 東北大学 
地上大気採取 





帰国年月日 隊長名 副隊長名 年度 隊次 主な観測テーマ，特記事項 （）内
は越冬 
出発年月日 












  永田  武 ○ 西堀栄三郎 
(0) 
32 2 氷状悪化のため｢宗谷｣接岸できず，越冬断念 
50 




























36.10.30 37.4.17   吉川 虎雄   原田 美道 




‐ ‐ ‐   ‐   ‐ 





































○ 松田 達郎   川口 貞男 










○ 小口  高 
  大瀬 正美 






  清野善兵衛 
  國分  征 
(30) 48.4.20 




  楠   宏 ○ 平澤 威男 








  村山 雅美 

















○ 芳野 赳夫   平澤 威男 
(30) 52.4.20 
51 18 




○ 楠   宏   國分  征 
(30) 53.4.20 
52 19 






















  木崎甲子郎 ○ 川口 貞男 






○ 吉田 栄夫 





















































  吉田 栄夫 ○ 内藤 靖彦 









  星合 孝男 
※ 鮎川  勝 









○ 渡邉 興亞 
  佐藤 夏雄 









○ 江尻 全機 
  竹内 貞男 









○ 内藤 靖彦 
  佐野 雅史 
 









  國分  征 





























  渡邉 興亞 ○ 横山宏太郎 







  上田  豊 
  石沢 賢二 










  川田 邦夫 










○ 山内  恭 












































○ 本吉 洋一   加藤 好孝 
(40) 13.11.28 14.3.28 ○ 神山 孝吉 




専用海洋観測船により南極海を集中観測     14.3.10 
  西尾 文彦 
    
(40) 14.11.28 15.3.28 ○ 小島 秀康 




専用海洋観測船により南極海を集中観測     15.3.17 
  鮎川  勝 
◇ 小達 恒夫 
 
(40) 15.11.28 16.3.27 ○ 山岸 久雄 





(3-1)     16.2.13 
  神田 啓史 
    
(37) 16.11.28 17.3.28 ○ 渡邉研太郎 






機（１号機）の製造(4-1)     17.2.9 
  松原 廣司 
    
(37) 17.11.28 18.3.28 ○ 神山 孝吉 







号機）補用品の製造(3-1)     18.2.9 
  白石 和行 




 小達 恒夫 








 18.12.3 19.2.8 
○ 宮岡  宏 
  
(注) 1.※印はあすか観測拠点の越冬副隊長，☆印はドームふじ観測拠点，◇印は専用観測船 
    2. ＿線は専用観測船による派遣者の出発日及び帰国日 















































講座 教育研究指導分野 概要 授業科目 
極域宙空圏 磁気圏物理学 
  プラズマ物理学 
  レーダー大気物理学 
極域科
学 
  オーロラ大気物理学 
    プラズマ波動論 
    地球電磁気学 








  極域気水圏 大気波動論 
    中層大気科学 
    極域気候システム論 
    氷床コア古気候論 
    氷河氷床の物理化学 
    極域対流圏現象論 
    大気リモートセンシング物理学 
    水圏化学解析論 











  極域地圏 地殻進化論 
    極域海底物理学 
    極域・測地リモートセンシング論 
    極域地形発達史論 
    惑星物質科学 
    惑星進化論 










  極域生物圏 海氷圏動物行動学 
    寒冷域生理生態学 
    極域海洋基礎生産論 
    海洋衛星データ解析論 
    極域多様性生物学 
    極域湖沼生態学 





  専攻共通 超高層物理学概論 
    極域大気科学 
    極域海洋科学 
    雪氷物理学 
    極域生物海洋学 
    極域陸上生態学 
    地殻物質科学 
    極域固体地球物理学 
    極域第四紀学 
    極域科学特別研究Ⅰ 
    極域科学特別研究Ⅱ 
    極域科学特別研究Ⅲ 
    極域科学特別研究Ⅳ 
    極域科学特別研究Ⅴ 
    極域科学特別演習Ⅰ 
    極域科学特別演習Ⅱ 
    極域科学特別演習Ⅲ 
    極域科学特別演習Ⅳ 





  研究科共通 複合科学概論 
    先端極域科学通論Ⅰ 
      先端極域科学通論Ⅱ 
 
    地球計測学概論 
    光計測学 





職名 氏 名 研究グループ 備考 
教授・専攻長 澁 谷 和 雄 極域地圏   
佐 藤 夏 雄 極域宙空圏   
麻 生 武 彦 〃   
山 岸 久 雄 〃   
藤 井 理 行 極域気水圏   
山 内   恭 〃   
和 田   誠 〃   
神 山 孝 吉 〃   
本 山 秀 明 〃 平成 18 年 7 月 1 日から 
白 石 和 行 極域地圏   
森 脇 喜 一 〃   
小 島 秀 康 〃   
本 吉 洋 一 〃   
福 地 光 男 極域生物圏   
神 田 啓 史 〃   
教 授 
小 達 恒 夫 〃   
宮 岡      宏 極域宙空圏   
田 口   真 〃   
門 倉   昭 〃   
堤      雅 基 〃 平成 18 年 10 月 1 日から 
伊 藤   一 極域気水圏   
東   久美子 〃   
藤 田 秀 二 〃   
船 木     實 極域地圏   
野 木 義 史 〃   
三 澤 啓 司 〃   
土 井 浩一郎 〃   
工 藤   栄 極域生物圏   
伊 村   智 〃   
髙 橋 晃 周 〃   
助教授 
渡 邉 研太郎 〃 兼任 
講 師 小 川 泰 信 極域宙空圏 平成 18 年 7 月 1 日から 
助 手 行 松     彰 極域宙空圏   
岡 田 雅 樹 〃   
海老原 祐 輔 〃 平成 18 年 10 月 31 日まで 
牛 尾 収 輝 極域気水圏   
平 沢 尚 彦 〃   
古 川 晶 雄 〃   
森 本 真 司 〃   
橋 田   元 〃   
金 尾 政 紀 極域地圏   
三 浦 英 樹 〃   
今 榮 直 也 〃   
山 口   亮 〃   
海 田  博 司 〃   
外 田 智 千 〃   
青 山 雄 一 〃 平成 18 年 7 月 1 日から 
加 藤 明 子 極域生物圏   
内 田 雅 己 〃   
 笠 松 伸 江 〃 平成 18 年 7 月 1 日から 
 
極域科学専攻教員の定員・現数 
  定員 現員 現員‐定員 
教授 16 16 0 
助教授 16 16 0 
助手 18 19 1 
計 50 51 1 
＊平成 18 年度より 5 年一貫制実施のため、定員数変更 
4.在籍者一覧 
平成 18 年 4 月 1 日現在 
学年 入学年度 入学月 氏名 グループ 備考 
H14 4 玉置 美奈子 地 圏 （平成１８年９月修了） 
H14 10 山之口 勤 地 圏   
H15 4 鈴木 香寿恵 気水圏   
H16 4 上村 剛史 地 圏   
D５ 
H17 4 出口 大樹 宙空圏   
H17 4 西岡 文維 地 圏   
H17  4 本吉 弘岐 気水圏   
H17 4 吉田 明夫 地 圏   
D４ 
H18 4 田邊 優貴子 生物圏   
H17 10 杉崎 彩子 地 圏   
H18 4 足立 達朗 地 圏   D３ 
H18 4 國分 亙彦 生物圏   
H18 4 井上 武史 生物圏   
H18 4 岩田 高志 生物圏   
H18 4 加藤 健吾 生物圏   
D１ 
H18 4 新原 隆史 地 圏   
 
5.学位取得者一覧 








博士（理学） 平成 19 年 3 月 23 日 




  １年次(D1) ２年次(D2) ３年次(D3) Ｄ４ Ｄ５ 合計 
平成５年度 5   5 
平成６年度 2 5  7 
平成７年度 5 2 5 12 
平成８年度 6 5 4 15 
平成９年度 3 6 7 16 
平成１０年度 5 3 9 17 
平成１１年度 5 4 7 16 
平成１２年度 3 5 6    14 
 
平成１３年度 4 3 5 12 
平成１４年度 3 4 8 15 
平成１５年度 2 3 11 16 
平成１６年度 2 2 8 12 
平成１７年度 3 1 5 
  
9 




  学位取得月 課程博士 論文博士 小計 合計 
９月    
平成７年度 
３月 3 0 3 
3 
９月 2 0 2 
平成８年度 
３月 0 0 0 
2 
９月 1 0 1 
平成９年度 
３月 1 0 1 
2 
９月 1 0 1 
平成１０年度 
３月 4 1 5 
6 
９月 2 1 3 
平成１１年度 
３月 2 1 3 
6 
９月 0 2 2 
平成１２年度 
３月 4 0 4 
6 
９月 0 0 0 
平成１３年度 
３月 1 1 2 
2 
９月 0 0 0 
平成１４年度 
３月 1 0 1 
1 
９月 2 0 2 
平成１５年度 
３月 4 0 4 
6 
９月 3 0 2 
平成１６年度 
３月 2 0 3 
5 
９月 1 0 1 
平成１７年度 
３月 0 0 0 
1 
９月 1 0 1 
平成１８年度 










1. 平成 18 年度特別共同利用研究員受入一覧 
研究分野 氏名 所属大学院 受入教員 研究課題 
















山内  恭 
伊藤  一  
AVHRR 画像を使用した南極沿岸
ポリニヤの解析 





















本吉 洋一 鉱床帯における地圏環境評価 









地圏 上塘 斎 
山口大学大学院 
理工学研究科（D1） 
本吉 洋一  
飛騨産地に分布する火成岩、変
成岩の地質学的研究 































  平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 
国立大学 23 25 26 28 20 20 11 
公立大学 1 1 2 3 0 3 0 
私立大学 4 4 3 2 2 2 1 







当研究所の研究成果刊行物には, 南極資料 (年 3 回定期刊行物), Memoirs of National Institute of 
Polar Research, Series A, B, C, D, E, F, Special Issue (不定期)がある. さらに 平成 9 年度か
らは Antarctic Meteorite Research  (Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Meteorites 
の継続後誌) (年 1 回), 平成 10 年度からは Polar Meteorology and Glaciology, Polar Geoscience, 
Polar Bioscience (Proceedings of the NIPR Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, 
Antarctic Geosciences, Polar Biology の継続後誌) (各年 1 回), 平成 11 年度からは Advances in 
Polar Upper Atmosphere Research (Proceedings of the NIPR Symposium on Upper Atmosphere Physics
の継続後誌) (年 1 回) と Proceedings of the NIPR Symposium として出版されていた欧文 5 誌の誌
名が  すべて変更された. この 5 誌の通称名を極地研英文ジャーナル（Journal of NIPR）とした. JARE 
Data Reports (不定期, 10 カテゴリーのうち年約 10 回),  NIPR Arctic Data Reports  (不定期),   
Antarctic Geological Map Series  (不定期),  Special Map Series of National Institute of Polar 
Research (不定期), Catalog (不定期)がある. 平成 12 年度より新しいジャンルとして極地選書を出版
する (不定期). これらの編集・出版業務は図書係で行っている.  
極地選書および Map Series 以外は、2003 年発行分より、情報図書室 OPAC(オンライン所蔵目録)から
キーワード検索、Abstracts, 本文 PDF 表示が可能である。
(URL:http://libsv.nipr.ac.jp/mylimedio/search/search-input.do?) 
既発行約 40 年分について国立情報学研究所による論文情報ナビゲータ CiNii（URL: 
http://ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#）からキーワードで検索、本文 PDF ファイルを表示可




2.1)  南 極 資 料 (3 冊) 
Vol. 50, No. 2 (July 2006, p. 115-230) 
山岸久雄・三宅壮聡・岡田敏美・知野明裕・門倉 昭・海老原祐輔・佐藤夏雄・高野 博：南極周回
気球による ELF/VLF 放射の観測, 115-131 (研究ノート). 
牛尾収輝：南極リーセル・ラルセン半島沖のポリニアの水温構造, 132-141 (研究ノート).  
牛尾収輝：南大洋インド洋区及びリュツォ・ホルム湾沖の海氷消長の特徴, 142-151 (研究ノート).  
田口雄二・加藤裕規・肆矢朗久・坪井一寛・池田友紀子：第 42 次南極地域観測隊気象部門報告 2001, 
152-211 (報告).  
船木 實・Ant-Plane Group：南極観測用小型無人航空機 Ant-Plane の開発‐その可能性と課題‐, 
212-230 (報告).  
 
Vol. 50, No. 3 (Nov. 2006, p. 231-324) 
大槻晃久・小達恒夫・工藤 栄・福地光男：2004-05 年夏季のオングル海峡定着氷下における植物プ
ランクトンと栄養塩の時系列変化, 231-250 (研究論文).  
小西康夫・福田洋一・野木義史：南極観測船「しらせ」で得られた船上重力データの整備, 251-262 (研
究ノート).  
松原廣司：第 46 次南極地域観測隊夏隊報告 2004-2005, 263-286 (報告).  
金尾政紀・土井浩一郎・坂中伸也・上村剛史・澤柿教伸・千田克志：インテルサット回線導入に伴う
昭和基地・地震モニタリング観測システムの更新, 287-303 (報告).  
大島慶一郎・牛尾収輝・大槻晃久：JARE における船上目視観測による海氷モニタリングに向けて-国
際標準に基づく観測手順の簡略化とその活用例-, 304-316 (報告).  
金尾政紀･臼井佑介：「両極域から視た地球内部の不均質構造とダイナミクスに関する研究集会｣報告, 
317-324 (シンポジウム/会合報告).  
 





告, 13-34 (報告).  
木津暢彦・金濱 晋・鎌田浩嗣・上野圭介・長井勝栄：第 43 次南極地域観測隊気象部門報告 2002, 35-94 
(報告).  




2.2)  極地研英文ジャーナル (Journal of NIPR) 
Advances in Polar Upper Atmosphere Research 
No. 20, 86 p. Aug. 2006(3 scientific papers, 3 research notes, 1 review, 1  
report) 
Polar Meteorology and Glaciology 
No. 20, 74 p. Nov. 2006 (2 scientific papers, 1 scientific note, 3 reports) 
Polar Geoscience 
No. 19, 224 p. Oct. 2006(10 scientific papers) 
Antarctic Meteorite Research  
No. 19, 86 p. Oct. 2006(4 scientific papers) 
Polar Bioscience 
No. 20, 146 p. Dec. 2006(13 scientific papers, 1 scientific note)  
 
2.3)  JARE Data Reports 
No. 293 (Oceanography 28) Oceanographic Data of the 44th JARE from December 2002 to March 
2003 by Koji Muneda and Kazuyoshi Oichi. 59p. July 2006. 
No. 294 (Oceanography 29) Oceanographic Data of the 45th JARE from December 2003 to March 
2004 by Jun Ogata and yasushi Nabae. 55p. July 2006. 
No. 295 (Oceanography 30) Oceanographic Data of the 46th JARE from December 2004 to March 
2005 by Jun Ogata and Kazunori Suzuki. 56p. July 2006. 
No. 296 (Ionosphere 76) Radio Observation Data at Syowa Station, Antarctica during 2005 by 
Mitsuhisa Ikeda and Kenro Nozaki. 92p. Mar. 2007. 
No. 298 (Glaciology 32) Glaciological Data Collected by the 44th Japanese Antarctic Research 
Expedition during 2003-2004 by Takao Kameda, Koji Fujita, Okimasa Sugita and Gen 
Hashida. 92p. Mar. 2007. 
3）年度別出版冊数及び頁数 
平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 
区  分 
冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 
南極資料 5  (630) 3   (514) 3   (299) 3   (319) 3   (337) 
Mem. NIPR1 1  (206) 1   (282)     1   (226)  
APUAR2 1  (191) 1   (188) 1   (151) 1   (154) 1    (86) 
PMG3 1  (165) 1   (132) 1   (136) 1   (140) 1    (74) 
PG4 1  (152) 1   (270) 1   (173) 1   (164) 1   (224) 
AMR5 1  (247)   2   (544)  1    (86) 
PB6 1  (114) 1   (148) 1    (92) 1   (150) 1   (146) 
JARE DR7 10  (811) 5   (752) 4   (272) 10   (463) 5   (354) 
NIPR ADR8     1   (112)    
AGMS9   1    (29)      
SPM10         
極地選書         
計 19 (2,679) 21 (2,516) 14 (2,315) 14 (1,779) 13 (1,307) 
 
1Memoirs of National Institute of Polar Research, Special Issue 
2Advances in Polar Upper Atmosphere Research 
3Polar Meteorology and Glaciology 
4Polar Geoscience 
5Antarctic Meteorite Research 
6Polar Bioscience 
7JARE Data Reports 
8NIPR Arctic Data Reports 
9Antarctic Geological Map Series 






































































  １．議長及び副議長の選出について 
  ２．運営会議の平成１８年度の運営について 
  ３．国立極地研究所研究組織の再編について 
  ４．研究教育職員の人事について 
  ５．研究教育職員人事の基本方針と進め方について 
  ６．南極地域観測事業について 
  ７．平成１８年度年度計画について 




  １．国立極地研究所研究組織の再編について 
  ２．研究教育職員の人事について 
  ３．研究教育職員の戦略的人事の進め方について 




  １．所内研究教育職員の戦略的登用人事の在り方について 
  ２．外部評価の実施について 
  ３．南極地域観測事業について 




  １．名誉教授の称号授与について 
  ２．研究教育職員の人事について 
  ３．南極観測審議委員会等の在り方について 
  ４．第４９次南極地域観測実施計画の改定について 
  ５．平成１９年度一般共同研究について 
















































ア 顧問会議  イ 研究所会議   ウ 所長室会議 
エ 教授会議  オ 教員会議   カ 危機管理委員会 
キ 人事会議  ク ハラスメント防止委員会 ケ ｽﾍﾟｰｽ･ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ事業委員会 
コ 知的財産委員会 サ 利益相反委員会  シ データマネージメント委員会 
ス 財務委員会  セ 施設整備委員会  ソ 移転委員会 
タ 定常観測連絡会 チ 南極観測委員会  ツ 南極観測隊支援連絡会 
テ 隊長等選考委員会 ト 南極地域観測準備連絡会議 ナ 南極地域観測廃棄物再利用検討委員会 










地域 ICT 未来フェスタにおける講演と映画の会 2006/10/28 
 
講演会 
名称 概要 開催年月日 
板橋老人倶楽部連合会 一般教養講座 神田教授による講演 8.22 
会津若松市立謹教小学校 工藤助教授による講演 5.19 
会津若松市立第 2中学校 工藤助教授による講演 5.19 
東北大学植物園 神田教授による講演 6.17 
舎人第一小学校 和田教授による講演 11.1 
ふじみの市立福岡中学校 平沢助手による講演 10.26 
学術講演会 本吉教授による講演 8.25 
南極教室 金尾助手による講演 6.3 
ふれあい講演会 山岸教授による講演 6.16 
金沢大学南極教室 山岸教授による講演 6.17 
国際ロータリークラブ第2720地区大会 藤井所長による講演 11.5 
南極報告会 渡邊助教授による講演 6.3 
STOP!！地球温暖化 in エコメッセ 2006 渡邊助教授による講演 9.2 
閉校記念講演 野元堀専門員による講演 9.22 
南極観測 50 周年記念事業 白石教授による講演 10.21 
日本南極観測 50 周年記念 伊村助教授による講演 8.11 
海洋調査技術学会 特別講演 渡邊助教授による講演 11.9 
八千代市ふれあい大学 本吉教授による講演 9.15 
国立科学博物館教育ボランティア研修 白石教授による講演 8.6 
岐阜市生涯学習センター 渡邊助教授による講演   
（財）名古屋みなと振興財団 渡邊助教授による講演  
 東京板橋ロータリークラブ 和田教授による講演 11.28 
埼玉工業大学 岡田助手による講演 11.22 
埼玉工業大学 岡田助手による講演 11.29 
静岡県環境衛生科学研究所 神田教授による講演 11.3 
日本雪氷学会 東助教授による講演 11.18 
日本科学技術ジャーナリスト協会 渡邊助教授による講演 10.18 
御茶ノ水女子大学附属小学校 PTA 加藤助手による講演 10.13 
川越市立砂中学校 本吉教授による講演 11.11 
東京海洋大学 渡邊助教授による講演 11.4 
共立女子大学 渡邊助教授による講演 11.28 
安田女子大学 伊村助教授による講演 10.3 
中野区立北中野中学校 渡邊助教授による講演 2.8 
荒川区立第三中学校 加藤助手による講演 1.25 
彩の国いきがい大学 牛尾助手による講演 1.12 
彩の国いきがい大学 渡辺助教授による講演 1.16 
彩の国いきがい大学 和田教授による講演 1.18 
川崎市立川中島中学校 本吉教授による講演 2.24 
私立静岡聖光学院中学校 船木助教授による講演 2.5 
栃木県立上都賀地区中学校長会 福地教授による講演 2.15 
中央区立日本橋中学校 本吉教授による講演 2.16 
江戸川区立清新第二小学校 渡邊助教授による講演 2.1 
川崎市青少年科学館 門倉助教授による講演 3.17 
秋田県立横手城南高等学校 牛尾助手による講演 2.27 
秋田県横手市十文字第二小学校 牛尾助手による講演 2.28 
北海道大学低温科学研究所 高橋助教授による講演  
墨田区教育委員会 東助教授による講演 3.24 
 佐賀県立宇宙科学館 本吉教授による講演 3.18 
南極教室 小島教授による講演 1.10 
南極教室 佐藤教授による講演 1.11 
南極教室 神田教授による講演 1.15 
南極教室 牛尾助手による講演 1.19 
南極教室 船木助教授による講演 1.26 
南極教室 小島教授による講演 2.2 
南極教室 加藤助手による講演 2.8 
南極教室 田口助教授による講演 2.9 
南極教室 山岸教授による講演 2.20 
オープンフォーラム南極 極地研職員他パネリストによる講演他 1.28,29 
 
展示会 
名称 概要 開催年月日 
南極の氷展 南極に関するパネルを展示する 18.5.3~18.5.7 
ふしぎ大陸南極展 南極に関する物品を展示する 18.7.15~18.9.3 
全国測量技術大会 南極観測と測量をテーマにパネル長を展示する 18.7.5~18.7.7 
国際ロータリー2720 地区大会 南極に関するパネル等を展示する 
18.11.3~
18.11.5 
南極「夢」大陸 南極に関するパネル等を展示する 7.15~9.24 
網走地方気象台施設見学会 南極に関するパネル等を展示する 7.29 
静岡大学 静岡大学内の展示スペースにおいて南極展を行うため  
下関市立しものせき水族館 企画展に展示するため 9.16～11.5 
船の科学館 企画展に展示するため 11.18～2.25 
国際ロータリー2720 地区 展示品の貸出について 11.3～11.5 
Do!!Science Group 南極展のため 12.1 
綾部市天文館 南極特別展示のため 12.26～2.15 
浜松科学館 ブース出展のため 12.15～12.20 
(財）日本宇宙ﾌｫｰﾗﾑ 隕石の貸出について  
切手の博物館 特別展示南極北極切手展における展示のため 2.17～2.25 
北海道大学国際南極大学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 展示資料の提供について 2.18 
 
気象庁観測部 展示物の借用について 2.29～3.9 
立山ｶﾙﾃﾞﾗ砂防博物館 展示物借用について 3.21～4.22 
袖ヶ浦市立昭和小学校 南極教室開催に係る物品の借用について 2.1～2.7 
まなびピア 2006 いばらき ブース出展 10.5～10.9 
地域 ICT 未来フェスタ ブース出展 10.27～10.29 
 
一般公開 
名称 概要 開催年月日 
㈳化学工学会 南極観測についての知識を深めるため 6.15 
板橋史談会 板橋にある研究所を見学する 5.13 
日野市民大学企画運営委員会 展示、施設等の見学をとおして研究所の概要を知るため 5.22 
板橋観光センター 区内小学生に南極観測の魅力を知ってもらう 7.26 
板橋観光センター 区内小学生に南極観測の魅力を知ってもらう 8.25 
日本大学 生物資源科学部 極寒地方における生物の生態を理解するため 6.28 




高島第二中学 総合的な学習の時間 地球環境に関する学習をするため 7.4 
お散歩 科学絵の関心の目を育てる 6.22 
東池袋豊寿園 社会見学の一環として研究所を見学する 10.20 
北区立桐ヶ丘中学校 校外見学勉強会 価格部の活動の一環として極地に関する事を学習するため 7.25 
うずまき会 極地の研究について勉強するため 7.2 
エコクラブ「どんぐりの木」 環境ボランティア養成講座 H19.2.3 
加賀保育園 展示ホール見学のため 8.1 
住友化学㈱愛媛工場第 3 製造部 地球環境に関する学習をするため 10.13 
埼玉県立浦和第一女子高等学校 教育課程に基づく学習活動として 9.12 
（社）日本原子力産業協会 極域での科学技術について実際に見学するため。 9.21 
栃木県立宇都宮高等学校 首都圏進路研修のため 11.28 
板橋区立仲宿保育園 施設を見学するため 11.9 
 教員研修 第 18 年度ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「教員研修」のため 11.11 
東京医科歯科大学 南極観測についての知識を深めるため  
愛誠病院デイケア 極地研究所の研究内容を勉強するため 11.6 
江戸四百年会 展示室見学のため 11.16 








東京都立戸山高校 SSH 探究基礎有志 極域の研究について勉強するため 12.21 




戸山みのり会 高齢者学習の一環として南極観測について学習するため 5.9 
ｸﾗﾌﾞﾂｰﾘｽﾞﾑ 中仙道を歩く 中仙道にある施設を見学するため 2.6 
千葉大学地学 大学の授業の一環として 2.1 
板橋区立加賀保育園 0歳児ｸﾗｽ 子どもにﾍﾟﾝｷﾞﾝやｱｻﾞﾗｼを見学させるため 2.19 
板橋区立加賀保育園 1歳児ｸﾗｽ 展示室見学のため 2.19 
 
記者会見・プレスリリース 
名称 概要 開催年月日 
氷床コアの公開について 氷床コアの公開について 4.17 
南極地域観測 50 周年記念シンボルマー
クの決定 
南極地域観測 50 周年記念シンボルマークの決定 7.13 
第 3 回中高生南極北極オープンフォー
ラム開催のお知らせ 























㈱モンベル 観測隊に参加する永島隊員の取材のため 越冬中 
 
㈱モンベル 観測隊に参加する永島隊員の取材のため 越冬中 
東京書籍㈱ 南極観測の記事を掲載のため 本吉室長対応 4.1 
ﾌﾞﾘﾀﾆｶｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱編集部 2007 年版ﾌﾞﾘﾀﾆｶ国際年鑑に南極観測 50 周年の記事を掲載するため 4.1 
科学技術振興機構 科学技術振興機構の広報誌「JST News」4 月号に南極研究の記事を
掲載するため 
4.1 






NHK 報道局 おはよう日本 氷床コアについて中継で放送するため 4.14 
文化放送 アナウンス部 文化放送番組内で世界最古の氷を紹介するため 4.18 
㈱フジテレビジョン 情報制作
センター 
番組内において 100 万年前の氷について放映するため 4.19 
日本テレビ 日本テレビ番組「おもいっきりテレビ」内において「南極観測船ふ
じ最後の帰港」という VTR を放送するため 
4.2 


























IVS テレビ 制作 テレビ番組内において南極・北極の紹介をするため 5.9 
朝日新聞社 岐阜総局 観測隊に参加した岐阜大学田坂教授の研究について取材するため 5.9 







読売新聞大阪本社経済部 読者の質問に答えるコーナーの回答のため いとう助教授対応 6 月 
 
㈱新潮社 週刊新潮編集部 雑誌週刊新潮に執筆藤井所長対応 6.1 
RKB 毎日放送㈱ 南極の気温等その日の様子をレポートしてもらうため 6.11 










㈱テレビ金沢 番組内で南極教室の様子を放映するため 6.19 
㈱りいふ・しゅっぱん 子供向け機関誌に写真を掲載するため 6.2 
岩波書店 雑誌「科学」編集部  雑誌「科学」内で雪氷・凍土の融解の現状の取材 藤井所長対応 6.26 
ディアゴスティーニ ジャパン 週刊雑誌に氷床の掲載するため 6.27 
㈱テレビ愛知 子供の質問に答えるコーナーでの回答のため 6.4 
㈱オーシーエムクリエイティブ
サービス ザザ 
ペンギンの採食行動の研究について記事にするため 7 月号 
㈱光文社 南極観測 50 周年に合わせて業績や現在の観測などについて記事を
掲載するため 
7 月中 
㈱学研 子供用雑誌内において南極の写真を掲載するため 7 月中 
朝日新聞社 科学医療部 北極域の環境変化について記事を掲載するため 7 月中 







㈱みなと山口合同新聞 市立しものせき水族館での展示会の記事に使用するため 7.15 
北海道工業大学 北海道工業大学の広報誌に南極について掲載するため 7.18 
㈱進研アド 東日本支社 山形大学のホームページに露岩調査の写真を掲載するため 7.2 
フジテレビ めざまし土曜日 南極点について放映するため 7.22 














南極の観測や現状についてインタビューするため 8 月中旬 
東京新聞 科学部 北極観測の現状について 8 月中旬 
小学館「小学四年生」編集部 「ふしぎ大陸南極展」を雑誌「小学四年生」で紹介するため 8.3 
公明新聞 報道部 担当部長 公明新聞 3 面 1 ページを使い南極観測 50 年について特集するため  8.3 





























㈱グリーン・ドルフィン JFN ラジオ放送「Radio Japan」内において観測隊員が電話出演のた
め 
9.24 
㈱グリーン・ドルフィン JFN ラジオ放送「Radio Japan」内において観測隊員が電話出演のた
め 
9.24 
㈱Usen オーロラの映像をインターネット配信のニュースで放映するため 9.5 
読売新聞社 特集「基礎から分かる南極観測」についての取材のため  10 下旬頃 




藤沢市役所広報誌担当 藤沢市広報紙面にて 48 次隊に参加する藤本隊員を紹介するため 10 月 
読売新聞科学部 氷床ドリルの開発について掲載するため 10 月 
 
読売新聞東京本社科学部 特集記事 「南極観測 50 年」において隊員室での準備の様子を掲
載するため 
10 月 
㈱エルク 東北電力の子供向け科学ページに掲載のため 10 月 
朝日新聞 社会部 南極観測に関する無人飛行機の開発についての取材 10 月 
航空新聞社 ウィング編集部 昭和基地のアルミデッキヘリポートに関して掲載するため 10.11 




朝雲新聞 南極観測船模型の撮影のため 10.19 







NTS 新潟総合ﾃﾚﾋﾞ ㈱コム 大原鉄工所に保管してある雪上車の取材のため。 10.24 
読売新聞西部本社 第 48 次観測隊に寄贈された伝統工芸品についての取材 10.30～11.6 
読売新聞科学部 南極観測 50 年と南極の海と生物について掲載するため 11 月 
宮城県名取市広報公聴係 観測隊員の派遣の報告のため 11 月 
㈱ネコ・パブリッシング 書籍「変な乗り物大図鑑」に南極観測用雪上車を掲載するため 11 月 
三機工業㈱ 技術雑誌で南極観測隊員の座談会の様子を掲載するため 11 月 
渋沢栄一記念財団 機関紙「青淵」において南極の記事を掲載するため 宮岡隊長対応 11 月号 






朝日新聞社社会部 第 48 次隊に参加する女性隊員の取材のため 11 初 
千葉県袖ヶ浦市役所 南極観測隊に参加する橋本隊員に取材をするため 11.1 
㈱日立プラントテクノロジー 第 47 次観測隊に参加している安藤隊員の記事を社内報に掲載する
ため 
11.1 
㈱誠文堂新光社 子供の科学 12 月号写真を掲載のため 11.1 











氷床コア解析などについてのインタビュー 藤井所長対応 11.27 
東京メトロポリタンテレビジョ
ン㈱（東京 MX テレビ） 
三鷹市長への表敬訪問の様子を放映するため 新井直樹隊員対応 11.9 
㈱一粒舎 ニチレイグループ雑誌へのコラムの掲載 工藤助教授対応 12.5 から一年
間 
（独）科学技術振興機構 小学校での講演の様子を取材する。 植村さん対応 12 月 
技報堂出版㈱ オーロラの写真を掲載するため 12.1 
毎日放送 制作 金沢大学尾崎さんに対する取材のため 12.1 
日本放送協会福井放送局 NHK 福井の県域放送の中で越冬隊に参加中の隊員の紹介をするため 
尾崎隊員対応 
12.1 











ＳＰＧホールマン 所内の映像の撮影のため 12.3 
㈱テレビ金沢 南極に関する映像の放映のため 12.4 















南極と北極の観測についてや IPY についてインタビューするため 
神田教授対応 
12.21 




日経ｻｲｴﾝｽ 「オープンフォーラム南極」関係への写真の貸し出し 12.25 
神奈川新聞社編集局文化部 南極観測 50 周年特集記事のため 12.25 











朝日新聞社 オーロラオーｽﾄﾗリスについての取材 石沢室長対応 2007.1 




赤旗日曜版 新年号に極地の記事を掲載するため 1.1 
㈱ピーアールオー 昭和基地での活動の概要や現在の南極観測の様子について 1 月 
㈱関電工 第 48 次隊に参加する加藤隊員と福田隊員の記事を社内報に掲載す
るため 
1 月 
共同通信社 整理部 南極観測 50 周年の 1 ページ記事の特集のため 藤井所長 白石教
授対応 
1 月 
共同通信社 整理部 氷床湖の調査計画について掲載するため 1 月 
（財）河川情報ｾﾝﾀｰ 流域情報
部ｴﾃﾞｨﾀｰ室 
月刊「PORTAL」1.2 月号特集 1 月と 2 月 
㈱ﾌﾟﾚｽﾒﾃﾞｨｱ 雑誌週間大衆のﾓﾉｸﾛｸﾞﾗﾋﾞｱないで南極観測 50 周年の特集を組むた
め 
1 月下旬 
北海道新聞社 報道本部 南極観測 50 周年企画で氷床コアと隕石発見の写真を掲載するため 1 月下旬 
毎日新聞社 毎日小学生新聞 南極の紹介のためのインタビュー 本吉室長対応 1 月中 
毎日新聞科学環境部 南極 OB 会主催の講演会の記事を掲載するため 1 月中 
北海道新聞社 南極観測 50 周年について掲載するため 1 月中旬 
岩手日報社編集局報道部 南極観測開始から 50 年が経過した現状と歴史を伝える。 橋田助
手対応 
1.1 
毎日小学生新聞 編集部 ペンギンについての取材 加藤助手対応 1.1 


























㈱東京放送 TBS 番組「ﾆｭｰｽ 23｣内において地球温暖化について放送するため 1.16 
TBS 報道局 ﾆｭｰｽ 23 富士山の永久凍土の現状についてのｶﾒﾗｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 藤井所長対応 1.16 
名古屋港郵便局 南極大陸昭和基地内郵便局の活動について 1.18 
TBS 報道局報道局報道番組ｾﾝﾀｰ TBS 番組「ｻﾝﾃﾞｰﾓｰﾆﾝｸﾞ」内で昭和基地開設 50 周年記念について放
映するため 
1.21 






㈱ｱｰﾄﾎﾞｯｸｽﾓﾃﾞﾙｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ編集部 南極を題材にした特集を掲載するため 1.25 
読売ﾃﾚﾋﾞ放送㈱ 昭和基地に関する取材 1.25 









EAU ＦＭ横浜 南極について放送するため 伊村助教授対応 1.27 
EAU  FM ﾖｺﾊﾏ番組「FUTURESCAPZ]への出演のため 伊村助教授対応 1.27 
日本経済新聞科学技術部 極地域における気象や地球温暖化の影響についての取材 1.28 
NHK 解説委員室 ＴＶ関連取材（スタジオパーク） 1.29 
宮古ﾃﾚﾋﾞ㈱放送部 南極観測隊や基地の現状について放映するため 1.29 
ﾃﾚﾋﾞ東京報道番組ｾﾝﾀｰ 南極観測隊の研究実績について放映するため 1.29 
日本テレビ放送網㈱特別番組制
作部 




科学技術振興機構 南極観測の記事を掲載するため 1.29 






NHK 科学・環境番組部 氷床コアの解析内容や結果について事前取材のため 2 月 
朝日学生新聞社朝日小学生新聞
編集部 
OF 南極のパネリストの南極訪問についての取材 本吉室長対応 2 月末 
NHK 科学・環境番組部 氷床コアの解析内容や結果について事前取材のため 2 月 
朝日学生新聞社朝日小学生新聞
編集部 
OF 南極のパネリストの南極訪問についての取材 本吉室長対応 2 月末 
 
福音社 編集部 第 48 次隊の冬山訓練の様子を取材する 新井隊員対応 2.1 
読売新聞東京本社ジュニアプレ
ス 
観測隊の活動についてインタビューするため 白石室長対応 2.1 
読売新聞東京本社ｼﾞｭﾆｱﾌﾟﾚｽ（文
化部） 
第 47 次隊と第 48 次隊の活動についての取材 2.1 
㈱地球丸 越冬隊員の衣食住について随筆を掲載する。 2.2 
NHK 解説委員室 NHK 番組「視点・論点」への出演のための事前取材 藤井所長対応 2.2 
japantimes 板橋区内の研究施設の紹介のため 2.2 




読売新聞北海道支社報道課 南極観測 50 周年の記事を掲載するため 2.5 
札幌テレビ放送 第 58 回札幌雪祭り出品のための事前調査のため 2.6 
航空新聞社 ウィング編集部 第 48 次隊が実験に使用した「ｶｲﾄﾌﾟﾚｰﾝ」についての取材 船木助
教授対応 
2.7 
NHK 国際放送局 氷床コア掘削ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについて 東助教授対応 2.7 




日本放送協会  南極観測 50 周年に関する番組を制作するため 2.12 
日本放送協会 科学環境番組 南極観測 50 周年記念番組において南極観測の意義と成果を放送す
るため 
2.12 
NHK 国際放送局 南極隕石についての取材 小島教授対応 2.13 
毎日新聞社 月刊 Newsがわかる 
編集室 
月刊 News がわかる において子供向けに分かりやすく南極北極を
紹介するため 
2.15 
ﾃﾚﾋﾞ朝日報道ｽﾃｰｼｮﾝ 村山先生の追悼番組の作成のため 2.16 













日経ｻｲｴﾝｽ社 編集部 南極観測 50 周年について 藤井所長対応 2.24 









㈱ﾌｫｰﾐｭﾚｰｼｮﾝ 隕石の分析についての取材 3 月 








NHK 長崎放送局放送部 長崎県で行われる小型無人飛行機についての取材 船木助教授対
応 
3 月下旬 
（社）日本電気協会新聞部 小冊子「ｼﾞｭﾆｱｻｲｴﾝｽｼﾘｰｽﾞ 8 南極があぶない」の監修のため 3.2 






(有)ｱｲﾗﾝｽﾞｾｶﾝﾄﾞ 編集部 子供地図帳に南極の紹介をするため 3.3 







海事ﾌﾟﾚｽ社ｸﾙｰｽﾞ編集部 南極北極に生息する動物と季節についての取材 加藤助手対応 3.27 
㈱小学館クリエイティブ キッズジャポニカ CD-ROM 版の作成のため 2007.3.31 




㈱アルバ 学校図書館用書籍の極地のページの原稿執筆と監修 11 月から 12 月
までに刊行予定 




(有)ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｽｹｰﾌﾟ 物理解説番組内でﾄﾞｰﾑふじ基地の写真を使用するため 19 年 
長野放送報道制作局制作部 オーロラについての解説をｲﾝﾀﾋﾞｭｰ取材するため 佐藤教授対応 2007.4 月 
 
 
南極昭和基地との TV 会議通信 
名称 開催年月日 場所 
講演会 2006/5/25 中国総合通信局 
朝日南極教室 2006/6/6 広島三育学院小学校 
朝日南極教室 2006/6/15 茨木市立西河原小学校 体育館 
南極教室 2006/6/17 金沢大学 
南極教室 2006/6/27 和光鶴川小学校 
朝日南極教室 2006/6/29 北九州市立中井小学校 
南極教室 2006/7/8 綾部市天文館（パオ） 
朝日南極教室 2006/7/13 県立岡山操山中学校 多目的教室 




オープンキャンパス企画 2006/8/4 鹿児島大学 
朝日南極教室 2006/9/12 相模原市立大野北中学校（神奈川県) 
南極教室 2006/9/19  
朝日南極教室 2006/9/30 市立前橋第四中学校 理科室 
南極ＯＢ会つくば支部企画 2006/10/7 つくば科学フェスティバル 
朝日南極教室 2006/10/14 私立福岡大附属大濠中学校 中学校棟 4F 総合学習室 
南極教室・講演会 2006/10/15 （財）名古屋みなと振興財団 
南極ＯＢ会秋田支部企画 2006/10/21 秋田大学 
朝日南極教室 2006/10/27 埼玉県富士見市立勝瀬中学校 
南極教室 2006/10/28 富山県上市町立上市中学校 




南極観測５０周年記念式典 2006/11/8 赤坂プリンスホテル 
朝日南極教室 2006/11/15 私立愛知淑徳中学校高等学校 センティナリーホール 







朝日南極教室 2006/12/1 市立生石小学校 なかよし広場Ⅱ 
講演会 2007/2/7 袖ヶ浦市立昭和小学校 
IAI フォーラム 2007/2/18 北海道大学低温科学研究所 
講演会 2007/2/27 荒川区立ひぐらし小学校 
講演会 2007/3/9 気象庁本庁庁舎 
講演会 2007/3/16 福井市立明道中学校 








塩原　匡貴 助教授 18.4.1 ～ 18.4.12 ﾉﾙｳｪｰ 国際極域AOD比較観測参加
土井　浩一郎 助教授 18.4.2 ～ 18.4.9 ｵｰｽﾄﾘｱ EGU2006（欧州地球物理連合）出席、発表
海老原　祐輔 助手 18.4.3 ～ 18.4.9 ｵｰｽﾄﾘｱ ﾖｰﾛｯﾊﾟ地球科学連合年会に出席
佐藤　夏雄 教授 18.4.4 ～ 18.4.8 ｵｰｽﾄﾘｱ ﾖｰﾛｯﾊﾟ地球科学連合年会での招待講演
内藤　靖彦 名誉教授
高橋　晃周 助教授
伊藤　一 助教授 18.4.17 ～ 18.4.21 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ IASC、R&Sｸﾞﾙｰﾌﾟ会議参加
宮岡　宏 助教授 18.4.18 ～ 18.4.23 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 第70回欧州非干渉ﾚｰﾀﾞ科学諮問委員会出席
伊村　智 助教授 18.4.21 ～ 18.4.30 ﾌﾗﾝｽ IPY南極氷床下湖環境ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加
神田　啓史 教授 18.4.25 ～ 18.4.29 ﾉﾙｳｪｰ ｽﾊﾞﾙﾊﾞｰﾙ大学ｾﾝﾀｰ開所式に列席のため
白石　和行 教授 18.4.25 ～ 18.4.30 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ DROMLANﾎﾟｽﾄｼｰｽﾞﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
藤井　理行 所長 18.4.27 ～ 18.4.30 中国 AFOPS会議出席
本山　秀明 助教授 18.4.27 ～ 18.5.2 中国 AFOPS会議出席、南極雪氷観測に関する日韓中研究打合せ




森本　真司 助手 18.5.6 ～ 18.5.14 ｶﾅﾀﾞ 大気採取サイトの決定と温室効果気体観測
伊村　智 助教授
内田　雅己 助手
海老原　祐輔 助手 18.5.24 ～ 18.6.3 米国 ｱﾒﾘｶ地球物理連合会合に出席
渋谷　和雄 教授 18.5.28 ～ 18.6.3 中国 第6回ホーチンマルシーシンポジウム参加発表
麻生　武彦 宙空教授
熊谷　宏靖 学術振興係員
佐藤　夏雄 教授 18.6.3 ～ 18.6.11 米国 国際SuperDARNワークショップ参加研究成果発表研究打合せ
船木　實 助教授 18.6.4 ～ 18.6.18 ｲﾝﾄﾞ 無人航空機の長距離飛行実験をナグプール市内及びローナー村
で行うための情報収集
山内　恭 気水教授 18.6.11 ～ 18.6.19 英国 第29回南極条約協議国会議出席、同条約交渉補佐のため
外内　博 事業部企画課係長 18.6.11 ～ 18.6.25 英国 第29回南極条約協議国会議出席
高橋　晃周 生物助教授 18.6.12 ～ 18.6.14 韓国 韓国ｾｼﾞｮﾝ基地での共同観測打合せ









氏名 所属職 国名 用務出張期間
東　久美子 助教授 18.6.18 ～ 18.6.24 ｲﾀﾘｱ IUGG国際雪氷圏科学委員会の事務局会議
福地　光男 副所長 18.7.6 ～ 18.7.13 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 第29回南極研究科学委員会総会出席
伊村　智 助教授 18.7.7 ～ 18.7.16 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ＳＣＡＲ会議出席のため
渋谷　和雄 教授 18.7.7 ～ 18.7.16 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 第29回SCAR/第18回COMNAP会議参加




野木　義史 助教授 18.7.8 ～ 18.7.15 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ SCAR XXIX/COMNAP XVIII参加。観測船及び航空機観測研究打合
せ
佐藤　夏雄 教授 18.7.8 ～ 18.7.21 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 第29回南極研究科学委員会総会出席
内田　雅己 助手 18.7.8 ～ 18.7.27 ﾉﾙｳｪｰ 極域陸上生態系の炭素循環に関する調査
海老原　祐輔 助手 18.7.9 ～ 18.7.13 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ AOGSDでの研究発表のため
小川　泰信 講師 18.7.9 ～ 18.7.15 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ AOGS（Asia Oceania Geoscience Society 3rd Annual
Meeting）2006招待講演を行うため
高崎　聡子 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.7.9 ～ 18.7.16 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ SCAR OPEN SCIENCE CONFERENCEでの研究発表
笠松　伸江 助手 18.7.10 ～ 18.7.15 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ SCAR XXIX Open Science Conference参加発表
門倉　昭 助教授 18.7.10 ～ 18.7.16 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ IPY2007-2008の活動についての発表
山岸　久雄 教授 18.7.10 ～ 18.7.17 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ SCAR XXIX Open Science Conference参加発表
田口　真 助教授 18.7.11 ～ 18.7.16 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
AOGSでの研究発表
SCAR Open Science Conferenceでの研究発表
渡邉　研太郎 助教授 18.7.15 ～ 18.7.21 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 第29回南極研究科学委員会総会出席
堤　雅基 助手 18.7.16 ～ 18.7.22 中国 COSPARでの研究発表
田口　真 助教授 18.7.20 ～ 18.7.22 中国 COSPARでの研究発表
高橋　晃周 助教授 18.7.20 ～ 18.8.14 米国 加速度のﾏｲｸﾛ計測による潜水性海鳥の最適採取l行動の研究の
ため
海老原　祐輔 助手 18.7.22 ～ 18.7.27 中国 WPGM会議出席のため
塩原　匡貴 助教授 18.7.22 ～ 18.7.29 ﾉﾙｳｪｰ エアルゾル放射観測機器調整のため
上野　健 研究員 18.7.25 ～ 18.8.9 ﾉﾙｳｪｰ 氷河生態系（含湖沼）の構造等解明の為の調査
森本　真司 助手 18.7.26 ～ 18.8.2 米国 ｱﾗｽｶにおける温室効果ｶﾞｽ航空機観測を行うため
内田　雅己 生物助手 18.7.28 ～ 18.8.9 ﾉﾙｳｪｰ 極域陸上生態系の形成過程に関する調査
小川　泰信 講師 18.8.1 ～ 18.8.22 ﾉﾙｳｪｰ EISCAT特別実験
山口　亮 助手 ～
海田　博司 助手
三澤　啓司 助教授 18.8.5 ～ 18.8.13 ｽｲｽ 第69回隕石学会出席および口頭発表
Ropert-
C0udert,Yan
外来研究員 18.8.13 ～ 18.8.22 ﾌﾗﾝｽ 国際鳥学会出席および共同研究所打合せ
東　久美子 助教授 18.8.20 ～ 18.8.28 英国 「雪氷圏変動」国際シンポジウム出席
小島　秀康 教授 18.8.23 ～ 18.8.25 韓国 国際南極隕石調査ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟにおける招待講演






氏名 所属職 国名 用務出張期間
麻生　武彦 教授 18.8.26 ～ 18.9.4 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 第33回光学による大気研究欧州年次会合出席
外田　智千 助手 18.8.27 ～ 18.9.2 ｵｰｽﾄﾘｱ GOLDSHMIDT CONFERENCE出席
森本　真司 助手 18.8.30 ～ 18.9.1 中国 研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに於ける研究打合せ
小川　泰信 講師 18.9.1 ～ 18.9.20 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ＥＩＳＣＡＴ観測のためのプログラム開発
海田  博司 助手 18.9.2 ～ 18.9.9 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 2006　SHRIMPﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ出席
船木　實 助教授 18.9.3 ～ 18.9.22 ﾁｪｺ 研究会、学会出席、研究打合せ等
本山　秀明 教授
平林　幹啓 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員
三宅　隆之 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.9.10 ～ 18.9.21 中国 ｵｱｼｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに関する黒河中上域域巡検及びｴﾅﾁ国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
参加、発表のため
田口　真 助教授 18.9.13 ～ 18.9.22 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ オーロラノ共役点観測
門倉　昭 助教授 18.9.13 ～ 18.9.30 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ オーロラの共役点観測
本山　秀明 教授 18.9.17 ～ 18.9.22 米国 第6回国際氷掘削技術会議出席
平沢　尚彦 助手 18.9.26 ～ 18.10.1 ﾄﾞｲﾂ 南極大気エアロゾル航空機観測、研究会、準備のため
山岸　久雄 教授 18.9.29 ～ 18.10.10 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ イメージングリオメーターの保守
渋谷　和雄 教授 18.10.3 ～ 18.10.8 ﾄﾞｲﾂ POLENETプロジェクト会合参加
中西　満 会計課長 18.10.6 ～ 18.10.12 ﾉﾙｳｪｰ 第67回EISCAT財務委員会出席
神田　啓史 教授 18.10.7 ～ 18.10.14 ｵﾗﾝﾀﾞ 極域環境変動に伴う生態系変動ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加
伊藤　一 助教授 18.10.14 ～ 18.10.19 ﾉﾙｳｪｰ ﾆｭｰｵﾙｽﾝ観測調整会議出席
東　久美子 助教授
藤田　秀二 助教授
牛尾　収輝 助手 18.10.15 ～ 18.10.22 米国 第22回海洋漂流ﾌﾞｲﾃﾞｰﾀﾞに関する国際会合出席のため
伊村　智 助教授 18.10.15 ～ 18.10.24 南ｱﾌﾘｶ SCAR 陸上生物多様性ワークショップに参加のため
田口　真 助教授 18.10.16 ～ 18.10.31 ﾉﾙｩｴｰ ｵｰﾛﾗ大気光分光観測
気球実験打合せ
福地　光男 教授 18.10.20 ～ 18.10.28 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 日豪プランクトン共同観測計画打合せ
渡邉研太郎 助教授 18.10.21 ～ 18.11.3 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ CCAMLER（南極海洋生物資源保存条約）年次会合出席
白石　和行 教授 18.10.24 ～ 18.10.28 南ｱﾌﾘｶ DROMLANﾌﾟﾚｼｰｽﾞﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ





塩原　匡貴 助教授 18.11.5 ～ 18.11.12 米国 衛星観測ﾃﾞｰﾀ解析打合せ
岡田　雅樹 助手 18.11.12 ～ 18.11.18 米国 ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ2006に出展のため
船木　　實 助教授 18.11.12 ～ 18.11.26 ｲﾝﾄﾞ ﾛｰﾅｰ地域の岩石磁気について討議、岩石試料採取









氏名 所属職 国名 用務出張期間
佐藤　夏雄 教授 18.11.18 ～ 18.11.26 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ オーロラ共役点観測装置の点検整備とオーロラ観測
安齋　純一 総務課長 18.11.18 ～ 18.11.26 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ観測拠点における実態調査




高崎　聡子 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.11.28 ～ 19.3.28 南極 極地研ﾀｲﾌﾟ無人磁力計による磁場変動観測
小川　泰信 講師 18.12.6 ～ 18.12.29 ﾉﾙｳｪｰ EISCATﾚｰﾀﾞｰによる特別実験実施のため
青山　雄一 助手
土井　浩一郎 助教授
金尾　政紀 助手 18.12.9 ～ 18.12.14 米国 2006年度ｱﾒﾘｶ地球物理学会秋季大会出席
東　久美子 助教授 18.12.10 ～ 18.12.17 米国 2006年度ｱﾒﾘｶ地球物理学会秋季大会出席
三宅　隆之 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.12.10 ～ 18.12.18 米国 2006年度ｱﾒﾘｶ地球物理学会秋季大会出席、研究打合せ
塩原　匡貴 助教授 18.12.10 ～ 18.12.24 米国 2006年度ｱﾒﾘｶ地球物理学会秋季大会出席、研究打合せ
野木　義史 助教授 18.12.11 ～ 18.12.16 米国 2006年度ｱﾒﾘｶ地球物理学会秋季大会出席
牛尾　収輝 助手 18.12.12 ～ 18.12.18 米国 2006年度ｱﾒﾘｶ地球物理学会秋季大会出席
海田　博司 助手 18.12.19 ～ 19.3.29 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ SHRIMPによる微量元素分析に関する研究
伊藤　一 助教授 19.1.31 ～ 19.2.4 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 国際極年北極関連国内委員会事務局長会議出席
門倉　昭 助教授 19.2.4 ～ 19.2.11 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ ＩＰＹﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｷｯｸｵﾌ会議参加のため
澁谷　和雄 教授 19.2.6 ～ 19.2.7 韓国 海外留学生面接のため
行松　彰 助手 19.2.7 ～ 19.3.1 英国 ＳＵＰＥＲＤＡＲＮ観測手法の研究についての打合せのため






三澤　啓司 助教授 19.2.17 ～ 19.3.30 米国 火星隕石の年代学研究月惑星科学会議隕石学会評議会委員会出
席
山内　　恭 教授 19.2.18 ～ 19.2.22 米国 国際北極ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ参加、発表
塩原　匡貴 助教授 19.3.4 ～ 19.3.16 ﾉﾙｳｪｰ 雲エアロゾル光学観測、機器点検調整のため
中岡　慎一郎 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 19.3.5 ～ 19.3.10 中国 南極海の大気海洋間における温暖化ガス交換に関する研究発表
田口　　真 助教授 19.3.10 ～ 19.3.16 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ ｵｰﾛﾗの共役点観測
門倉　昭 助教授 19.3.10 ～ 19.3.25 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ オーロラの共役点観測
渋谷　和雄 教授
土井　浩一郎 助教授
神田　啓史 教授 19.3.13 ～ 19.3.22 米国 北極科学首脳週間にISAC評議会のﾒﾝﾊﾞｰとしてISAC関連の諸会
議に出席









氏名 所属職 国名 用務出張期間
藤井　理行 所長 19.3.15 ～ 19.3.19 米国 北極科学首脳週間にFARO関連の諸会議に出席
山岸　久雄 教授 19.3.18 ～ 19.3.24 英国 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾘｵﾒｰﾀの技術開発及び打ち合わせ
伊村　智 助教授 19.3.19 ～ 19.3.25 ﾏﾚｰｼｱ ﾏﾚｰｼｱ南極国際ｾﾐﾅｰ参加
山内　恭 教授 19.3.22 ～ 19.3.26 ﾏﾚｰｼｱ ﾏﾚｰｼｱ南極国際ｾﾐﾅｰ/ICSU-SCARﾌｫｰﾗﾑに出席、講演のため
五味　泰史 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員
牛尾　収輝 助手
中岡　慎一郎 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 19.3.25 ～ 19.3.31 米国 南極海の温暖化ガス成分の時空間変動に関する研究発表
東　久美子 助教授 19.3.27 ～ 19.4.1 ﾃﾞﾝﾏｰｸ グリーンランド氷床深層コア掘削計画に関する打合せが会議出
席
藤田　秀二 助教授 19.3.28 ～ 19.3.31 ﾃﾞﾝﾏｰｸ ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ氷床深層コア掘削計画に関する打合せが会議出席




◇第 47 次越冬隊 
出張期間 
平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 28 日 
(出発日は平成 17 年 11 月 28 日) 
◇第 48 次越冬隊 
出張期間 
平成18年 11 月 28日～平成19年 3 月 31日 
(帰国日は平成 20 年 3 月 27 日) 
 
◇第 48 次夏隊 
出張期間 
平成18年 11 月 28日～平成19年 3 月 28日 
神山 孝吉    教授 
三浦 英樹    助手 
渡井 智則    極地観測研究員 
岩﨑 正吾    技術職員 
山本 道成    技術職員 
森山 功一    技術職員 
鈴木 博文    技術職員 
室田 恭宏    技術職員 
藤原 淳     技術職員 
上原 誠     技術職員 
髙松 次郎    技術職員 
角  治男    技術職員 
河村 正治    技術職員 
原  稔     技術職員 
朽網 留美子   技術職員 
安藤 浩二    技術職員 
永木 毅     技術職員 
石井 浩     技術職員 
蓮池 久永    技術職員 
井熊 英治    技術職員 
森 章一     技術職員 
山口 正人    事務職員 
宮岡 宏    助教授 
藤本 泰弘    技術職員 
永島 祥子    プロジェクト研究員 
半田 英男    技術職員 
千葉 政範    技術職員 
藤野 博行    技術職員 
加藤 直樹    技術職員 
金子 弘幸    技術職員 
中村 渉    技術職員 
久川 晴喜    技術職員 
島田 剛    技術職員 
青木 裕和    技術職員 
志賀 尚子    技術職員 
小川 稔    技術職員 
加藤 凡典    技術職員 
大嶋 淳    技術職員 
菅原 仁    技術職員 
前田 益彦    技術職員 
富樫 幸一    技術職員 
石﨑 教夫    技術職員 
坂本 好司    事務職員 
小達 恒夫    教授 
野元堀 隆    技術職員 
平沢 尚彦    助手 
韓 東勲    技術職員 
工藤 栄    助教授 
笠松 伸江    助手 
橋本 斉    技術職員 
寺田 司    技術職員 
科部 元浩    技術職員 
髙田 一三    技術職員 
大熊 満代    技術職員 
福田 慎一    技術職員 
木塚 孝廣    技術職員 
高澤 直也    技術職員 
笹倉 信也    技術職員 




福井 幸太郎 出張期間 平成 18 年 11 月 5 日～平成 19 年 3 月 31 日 プロジェクト研究員 
本山 秀明 出張期間 平成 18 年 11 月 5 日～平成 19 年 2 月 20 日(帰国日は平成 20 年 3 月 27 日) 
教授 




伊村 智  出張期間 平成 18 年 11 月 13 日～平成 18 年 12 月 25 日 助教授 
4.外国人研究者 
1)外国人研究員 
(1)氏名  ビクトール ホッフマン (Viktor Hoffmann) 
  所属・職 チュービンゲン大学・助教授（ドイツ）  
   招へい期間 平成 18 年 5 月 23 日～平成 18 年 6 月 29 日 
   研究課題 火星隕石の磁気学的研究 
   受入研究部門等 研究教育系地圏研究グループ  
      
(2)氏名  デビッド エリス（David Ellis） 
   所属・職 オーストラリア国立大学・教授（オーストラリア） 
   招へい期間 平成 18 年 7 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日 
   研究課題 東南極高度変成作用における微量元素の挙動とジルコンの形成 
   受入研究部門等 教育研究系地圏研究グループ 
      
(3)氏名  ジャヤチャンドラ タイル（Jayachandran Thayyil） 
   所属・職 ニュー・ブルンスウィック大学・助教授（カナダ） 
   招へい期間 平成 18 年 6 月 13 日～平成 18 年 8 月 31 日 
   研究課題 SuperDARN によるプロトンオーロラの南北共役性の研究 
   受入研究部門等 教育研究系宙空圏研究グループ 
 
2）日本学術振興会外国人招へい研究者（短期）  
(1)氏名  ブルース ロナルド ゴルビー（Bruce Ronald GOLEBY） 
   所属・職 オーストラリア地球科学研究機構・主任研究員 
   招へい期間 平成 18 年 9 月 21 日～平成 18 年 10 月 20 日 
   共同研究課題 東ゴンドワナ超大陸における先カンブリア・クラトンの地殻構造に関す 
る研究 
   担当教員 金尾政紀 助手 
 
3）外国人来訪者 
平成１８年    
6 月 3 日～9 日 Barrat Jean-Alix フランス・ﾌﾗﾝｽ科学ｾﾝﾀｰ海洋研究所・研究員 
6 月 4 日～11 日 Righter Kevin 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局（NASA）ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6 月 5 日～8 日 Mckay Gordon 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局（NASA）・ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6 月 5 日～8 日 Nyqist Laurence 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局（NASA）・ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6 月 5 日～8 日 Park Jisum 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局（NASA）・ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6 月 5 日～8 日 Herrin Jason 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局（NASA）・ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6 月 5 日～8 日 Zeigler,Ryan A. 米国・ﾜｼﾝﾄﾝ大学ｾﾝﾄﾙｲｽ校・研究員 
6 月 5 日～8 日 Mahajan Ramakant インド・ｲﾝﾄﾞ物理学研究所・研究員 
6 月 5 日～8 日 Lee, Der-Chuen 中国・台湾中央研究院・地球科学研究所・研究員 
6 月 5 日～8 日 Berczi Szaniszlo ハンガリー・エトボス大学・教授 
6 月 5 日～8 日 Varga,Tamas Peter ハンガリー・ｳﾞｧﾙｶﾞ・ﾀﾏｽ特許事務所・研究員 
6 月 5 日～8 日 Kokany,Andras ハンガリー・ﾍﾟｯｸｽ大学総合技術学部・研究員 
6 月 5 日～8 日 Biro,Tamas ハンガリー・ﾍﾟｯｸｽ大学総合技術学部・研究員 
6 月 5 日～8 日 Juhl,Robert マレーシア・研究者 
6 月 8 日～17 日 Nyqist Laurence 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局（NASA）ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6 月 23 日～25 日 M.Satish Kumar インド・静岡大学・理学部・助教授 
8 月 1 日～5 日 Ostgaard Nikolai ノルウェー・ベルゲン大学・教授 
8 月 1 日～6 日 MikeRose  イギリス・英国南極研究所・ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 
8 月 24 日～27 日 Tong Hexiang 中国・中国武漢大学・人民病院・外科副部長 
8 月 25 日～28 日 Jong Won Hong 韓国・Woori Hospital・医師 
8 月 2 日～5 日 KOFMAN WALTER WLODEK ノルウェー 
     名古屋大学・太陽地球環境研究所・客員教授 
8 月 3 日～4 日 劉 会欣  中国・北海道大学理学部・学振研究員 
9 月 28 日～29 日 KOFMAN WALTER WLODEK ノルウェー 
     名古屋大学・太陽地球環境研究所・客員教授 
10 月 11 日～14 日 Baba Musta マレーシア・サバ大学 
10 月 11 日～14 日 Geoff Grantham 南アフリカ・南アフリカ地球科学学会 
10 月 12 日～13 日 M.Satish Kumar インド・静岡大学理学部・助教授 
10 月 13 日～23 日 韓 徳勝  中国・中国極地研究中心 
10 月 25 日～29 日 Frederic Parrenin フランス・フランス雪氷環境地球物理学研究所・研究員 
10 月 25 日～29 日 Frank Pattyn ベルギー・ブリュッセル自由大学・助手 
11 月 16 日～23 日 Brent Craig Christner 米国・ルイジアナ州立大学・助教授 
11 月 19 日～24 日 Maurice Levasseur カナダ・ラバル大学 
11 月 20 日～25 日 Mark Curran オーストラリア・ｵｰｽﾄﾗﾘｱ南極局・ｱｲｽｺｱ主任研究員 
 
平成１９年    
1 月 13 日～14 日 M.Satish Kumar インド・静岡大学理学部・助教授 
2 月 8 日～12 日 Fuqing Zhang 米国・ﾃｷｻｽ A&M 大学 
2 月 24 日～3 月 6 日 Graham W.HOSIE   オーストラリア南極局 
2 月 25 日～3 月 2 日 Uttal Taneil 米国・ｱﾒﾘｶ地球ｼｽﾃﾑ研究所・主任研究官 
2 月 26 日～3 月 3 日 Douglas Wiens 米国・ワシントン大学・教授 
2 月 27 日～3 月 2 日 Benjamin Fong Chao 中国・台湾中央大学・教授 
2 月 27 日～3 月 3 日 Minkyu Park 韓国・韓国極地研究所・研究員 
2 月 27 日～3 月 3 日 Tan Irene K.P. マレーシア・マラヤ大学 
2 月 27 日～3 月 4 日 Dimri V.P. インド・ｲﾝﾄﾞ地球物理研究所・所長 
2 月 28 日～3 月 2 日 Samah Szizan Abu マレーシア・マラヤ大学 
2 月 28 日～3 月 3 日 Kim Yeadong 韓国・韓国極地研究所・所長 
2 月 28 日～3 月 3 日 Lee Hong-Kum 韓国・韓国極地研究所・生物部門長 
2 月 28 日～3 月 3 日 Chu Wan-Loy マレーシア・ﾏﾚｰｼｱ国際医科大学 
2 月 28 日～3 月 4 日 Glowacki Piotr ポーランド・ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ科学ｱｶﾃﾞﾐｰ・研究部長 





所 長          氷河気候学     理博  藤 井 理 行 
副所長 
（総括・極域観測担当）  海洋生態学     水産博 福 地 光 男 
副所長（研究教育担当）  磁気圏物理学    理博  佐 藤 夏 雄 




グループ長・教 授    超高層物理学    工博  山 岸 久 雄 
教 授          超高層物理学・ 
             電子応用計測学   工博  麻 生 武 彦 
教 授          磁気圏物理学    理博  佐 藤 夏 雄 
助教授          磁気圏物理学    理博  門 倉   昭 
助教授          超高層物理学    理博  田 口   真 
助教授          プラズマ物理学   理博  宮 岡   宏 
助教授          大気物理学     工博  堤   雅 基 
講 師          電離圏物理学    理博  小 川 泰 信 
助 手          プラズマ物理学   工博  岡 田 雅 樹 
助 手          磁気圏物理学    理博  行 松   彰 
助 手          磁気圏物理学    理博  海老原 祐 輔 
 
気水圏研究グループ 
グループ長・教 授    大気物理学     理博  和 田   誠 
教 授          地球化学      理博  神 山 孝 吉 
教 授          大気物理学     理博  山 内   恭 
教 授          雪氷水文学     理博  本 山 秀 明 
助教授          雪氷学       工博  東   久美子 
助教授          海洋雪氷学     理博  伊 藤   一 
助教授          大気物理学     理博  塩 原 匡 貴 
助教授          雪氷物理学     工博  藤 田 秀 二 
助 手          極域海洋学     理博  牛 尾 収 輝 
助 手          極域大気科学    理博  橋 田   元 
助 手          気候学       学術修 平 沢 尚 彦 
助 手          大気物理学     理博  森 本 真 司 
 
地圏研究グループ 
グループ長・教 授    隕石学       理博  小 島 秀 康 
教 授          地質学       理博  本 吉 洋 一 
教 授          固体地球物理学   理博  澁 谷 和 雄 
教 授          地質学       理博  白 石 和 行 
教 授          地質学       理博  本 吉 洋 一 
教 授          自然地理学     文博  森 脇 喜 一 
助教授          測地学       理博  土 井 浩一郎 
助教授          固体地球物理学   理博  野 木 義 史 
助教授          岩石磁気学     理博  船 木   實 
助教授          宇宙化学      学術博 三 澤 啓 司 
助 手          測地学       理博  青 山 雄 一 
助 手          隕石学       理博  今 榮 直 也 
助 手          鉱物学・隕石学   理博  海 田 博 司 
助 手          固体地球物理学   理博  金 尾 政 紀 
助 手          地質学       理博  外 田 智 千 
助 手          第四紀地質学    理博  三 浦 英 樹 
助 手          隕石学       理博  山 口   亮 
 
生物圏研究グループ 
グループ長・教 授    生物海洋学     水産博 小 達 恒 夫 
教 授          植物分類学     理博  神 田 啓 史 
教 授          海洋生態学     水産博 福 地 光 男 
助教授          植物生態学     理博  伊 村   智 
助教授          水圏生態学     理博  工 藤   栄 
助教授          植物生態学     理博  髙 橋 晃 周 
助教授          海洋生態学     農博  渡 邉 研太郎 
助 手          微生物生態学    学術博 内 田 雅 己 
助 手          生物地球科学    理博  笠 松 伸 江 
助 手          海洋生態学     農博  加 藤 明 子 
 
極地工学研究グループ 
教 授          極地設営工学    理博  鮎 川   勝 
助 手          ブラズマ物理学   理博  菊 池 雅 行 
 
プロジェクト研究員 
                       理博  原   圭一郎 
                       理博  Ropert-Coudert,Yan 
                       地球環博 大 槻 晃 久 
                       理博  荒 井 朋 子 
                       理博  高 橋 邦 夫 
                       理博  笠 松 伸 江 
                       理博  髙 崎 聡 子 
                       理博  隅 田 祥 光 
                       Ph.D  Dunkley Daniel 
                       理博  五十嵐   誠 
                       理博  上 野   健 
                       学術博 三 宅 隆 之 
                       工学  斎 藤   健 
                       理博  田 中 洋 一 




センター長（兼務）                  福 地 光 男 
教 授（兼務）                    澁 谷 和 雄 
助教授（兼務）                    塩 原 匡 貴 
助教授（兼務）                    門 倉   昭 
助教授（兼務）                    土 井 浩一郎 
助教授（兼務）                    渡 邉 研太郎 
助 手（兼務）                    橋 田   元 
 
極域情報基盤センター 
センター長（兼務）                  佐 藤 夏 雄 
助教授（兼務）                    宮 岡   宏 
助 手（兼務）                    平 沢 尚 彦 
助 手（兼務）                    岡 田 雅 樹 
 
南極隕石センター 
センター長（兼務）                  白 石 和 行 
教 授（兼務）                    小 島 秀 康 
助教授（兼務）                    三 澤 啓 司 
助 手（兼務）                    今 榮 直 也 
助 手（兼務）                    山 口   亮 
助 手（兼務）                    海 田 博 司 
 
情報図書室 
情報図書室長（兼務）                 澁 谷 和 雄 
 
極域科学資源センター 
センター長（兼務）                  小 島 秀 康 
教 授（兼務）                    本 山 秀 明 
助教授（兼務）                    三 澤 啓 司 
助教授（兼務）                    東   久美子 
助教授（兼務）                    藤 田 秀 二 
助教授（兼務）                    髙 橋 晃 周 
助 手（兼務）                    今 榮 直 也 
助 手（兼務）                    海 田 博 司 
助 手（兼務）                    山 口   亮 
助 手（兼務）                    外 田 智 千 
 
極域データセンター 
センター長（兼務）                  白 石 和 行 
助教授（兼務）                    宮 岡   宏 
助教授（兼務）                    門 倉   昭 
助 手（兼務）                    岡 田 雅 樹 
助 手（兼務）                    平 沢 尚 彦 
助 手（兼務）                    青 山 雄 一 
助 手（兼務）                    金 尾 政 紀 




センター長（兼務）                  鮎 川   勝 
教 授（兼務）                    本 吉 洋 一 
教 授（兼務）                    本 山 秀 明 
 
北極観測センター 
センター長（兼務）                  神 田 啓 史 
教 授（兼務）                    和 田   誠 
助教授（兼務）                    東   久美子 
助教授（兼務）                    伊 藤   一 
助教授（兼務）                    堤   雅 基 
講 師（兼務）                    小 川 泰 信 
助 手（兼務）                    内 田 雅 己 
 
南極観測推進センター 
センター長（兼務）                  鮎 川   勝 
教 授（兼務）                    神 山 孝 吉 
教 授（兼務）                    本 山 秀 明 
助教授（兼務）                    田 口   真 
助教授（兼務）                    土 井 浩一郎 
助 手（兼務）                    牛 尾 収 輝 
 
広報室 
広報室長（兼務）                   本 吉 洋 一 
助 手（兼務）                    加 藤 明 子 
 
国際企画室 
国際企画室長（兼務）                 福 地 光 男 
教 授（兼務）                    渡 邉 研太郎 
 
情報図書室 
情報図書室長（兼務）                 澁 谷 和 雄 
 
事 務 
管理部長                       鈴 木   英 
総務課長                       安 斎 純 一 
会計課長                       中 西   満 
事業部長                       木 本   徹 
事業部長                       宮 下 貴 志 
企画課長                       川久保   守 
極地設営室長                     石 沢 賢 二 
 
観測施設 
昭和基地長（兼務）                  神 山 孝 吉 
                           宮 岡   宏 
みずほ基地長（兼務）                 神 山 孝 吉 
                           宮 岡   宏 
あすか基地長（兼務）                 神 山 孝 吉 
                           宮 岡   宏 
ドームふじ基地長（兼務）               神 山 孝 吉 









研究教育系助手 青 山 雄 一  
研究教育系助手 笠 松 伸 江  
【転入】   
管理部長 鈴 木   英
 （文部科学省研究開発局海洋地球課極域科学企画官） 
管理部会計課長 中 西   満
 （東京芸術大学会計課長） 
管理部会計課課長補佐 清 水   仁
 （お茶の水女子大学施設課課長補佐） 
管理部総務課学術振興係長 豊 田 元 和
 （筑波大学財務部資産管理課構内管理係主任） 
【昇任】   
管理部総務課学術振興係主任 熊 谷 宏 靖
 （管理部総務課） 
事業部企画課環境企画係主任 外 田 恵 子
 （事業部企画課） 
【兼務】   
宙空圏研究グループ長 山 岸 久 雄  
気水圏研究グループ長 和 田   誠  
地圏研究グループ長 本 吉 洋 一  
生物圏研究グループ長 小 達 恒 夫  
極地工学研究グループ長 鮎 川   勝  
極域研究資源センター教授 澁 谷 和 雄  
極域研究資源センター助教授 渡 邉 研太郎  
極域研究資源センター助教授 塩 原 匡 貴  
極域研究資源センター助教授 門 倉   昭  
極域研究資源センター助教授 土 井 浩一郎  
極域研究資源センター助手 橋 田   元  
極域情報基盤センター助教授 宮 岡   宏  
極域情報基盤センター助手 平 沢 尚 彦  
極域情報基盤センター助手 岡 田 雅 樹  
南極隕石センター教授 小 島 秀 康  
南極隕石センター助教授 三 澤 啓 司  
南極隕石センター助手 今 栄 直 也  
南極隕石センター助手 山 口   亮  
南極隕石センター助手 海 田 博 司  
南極観測センター教授 本 吉 洋 一  
南極観測センター助教授 本 山 秀 明  
北極観測センター教授 和 田   誠  
北極観測センター助教授 伊 藤   一  
北極観測センター助教授 東   久美子  
北極観測センター助手 堤   雅 基  




研究教育系講師 小 川 泰 信
 （名古屋大学太陽地球環境研究所助手） 
【兼務】   




東京大学人事部職員課専門員 稲 田 敏 行
 （管理部総務課専門員） 
東京大学海洋研究所経理課用度係主任 小 城 哲 夫
 （管理部会計課用度係主任） 
 
●平成１８年７月１日   
【昇任】   
研究教育系教授 本 山 秀 明
 （研究教育系助教授） 
【配置換】   
事業部極地設営室専門職員（昭和基地担当） 
 坂 本 好 司
 （管理部総務課広報係長） 
管理部総務課広報係主任 外 田 恵 子
 （事業部企画課環境企画係主任） 
 
●平成１８年７月１０日   
【転出】   
宇宙航空研究開発機構国際部参事 木 本   徹
 （事業部長） 
 
●平成１８年７月１１日   
【転入】   
事業部長 宮 下 貴 志 （海洋研究開発機構地球環境観測研究
センター研究推進室長） 
 
●平成１８年１０月１日   
【昇任】   
研究教育系助教授 堤   雅 基
 （研究教育系助手） 
【兼務】   
副所長（極域観測系）、総括副所長、国際企画室長  
 福 地 光 男  
副所長（研究教育系） 佐 藤 夏 雄  
副所長（極域情報系）、広報室長 本 吉 洋 一  
極域情報系極域科学資源センター長、研究教育系地圏研究グループ長
 小 島 秀 康  
極域情報系極域データセンター長 白 石 和 行  
極域観測系南極観測推進センター長 鮎 川   勝  
極域観測系北極観測センター長 神 田 啓 史  
情報図書室長 澁 谷 和 雄  
極域情報系極域科学資源センター教授、極域観測系南極観測推進センター教授
 本 山 秀 明  
極域情報系極域科学資源センター助教授 三 澤 啓 司 
極域情報系極域科学資源センター助教授 東   久美子 
極域情報系極域科学資源センター助教授 藤 田 秀 二 
極域情報系極域科学資源センター助教授 髙 橋 晃 周 
極域情報系極域科学資源センター助手  今 榮 直 也 
極域情報系極域科学資源センター助手  海 田 博 司 
極域情報系極域科学資源センター助手  山 口   亮 
極域情報系極域科学資源センター助手  外 田 智 千 
極域情報系極域データセンター助教授  宮 岡   宏 
極域情報系極域データセンター助教授  門 倉   昭 
極域情報系極域データセンター助手  青 山 雄 一 
極域情報系極域データセンター助手  海老原 祐 輔 
極域情報系極域データセンター助手  岡 田 雅 樹 
極域情報系極域データセンター助手  金 尾 政 紀 
極域情報系極域データセンター助手  菊 池 雅 行 
極域情報系極域データセンター助手  平 沢 尚 彦 
極域観測系南極観測推進センター教授  神 山 孝 吉 
極域観測系南極観測推進センター助教授 田 口   真 
極域観測系南極観測推進センター助教授 土 井 浩一郎 
極域観測系南極観測推進センター助教授 牛 尾 収 輝 
極域観測系北極観測センター教授  山 内   恭 
極域観測系北極観測センター助教授  伊 藤   一 
極域観測系北極観測センター助教授  堤   雅 基 
極域観測系北極観測センター講師  小 川 泰 信 
極域観測系北極観測センター助手  内 田 雅 己 
国際企画室助教授  渡 邉 研太郎 
広報室助手  加 藤 明 子 
【配置換】   
情報図書室図書係長 川 村 順 子
 （極域情報系情報図書室図書係長） 
情報図書室事務職員 南 山 泰 之
 （極域情報系情報図書室事務職員） 
極域情報系極域データセンター技術職員 鈴 木 靖 和
 （極域情報系極域情報基盤センター技術職員） 
 
●平成１８年１０月３１日   
【転出】   
名古屋大学高等研究院特任講師 海老原 祐 輔
 （研究教育系助手） 
 
●平成１８年１１月１５日   
【配置換】   
事業部企画課環境企画係主任 外 田 恵 子
 （管理部総務課広報係主任） 
【兼務】   
広報室 外 内   博
 （事業部企画課環境企画係長） 
 
●平成１８年１２月８日   
【兼務】   
広報室 熊 谷 宏 靖
 （管理部総務課学術振興係主任） 
 
●平成１８年１２月１７日   
【兼務終了】   
管理部総務課学術振興係主任 熊 谷 宏 靖
 （広報室） 
 
●平成１９年２月１日   
【採用】   
管理部会計課用度係主任 浅 草 澄 雄
 （国立科学博物館研究協力室総務担当主任） 
 
●平成１９年３月３１日   
【転出】   
新潟大学研究支援部国際課長 川久保   守
 （事業部企画課長） 
東京工業大学施設運営部施設安全規格課安全推進第一係長
 田 村 直 也
 （管理部会計課施設係長） 
東京大学医学部・医学系研究科人事係員 平 野 晴 香
 （管理部総務課人事係員） 
情報・システム研究機構事務局財務課決算係員 櫻 井 道 仁
 （管理部会計課総務係員） 
【定年退職】   
 森 脇 喜 一
 （研究教育系教授） 
 吉 田 治 郎
 （事業部極地設営室専門職員） 
【辞職】   
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                        平成１８年３月３１日現在 
補 充 方 法 
年度 退職者等の数 官職（人数） 
採用 転入 昇任 
昭４８      
 ４９      
 ５０      
 ５１    １ 助教授（１）   １  
 ５２      
 ５３      
 ５４    １ 助手（１）  １   
 ５５      
 ５６    １ 教授（１）    １ 
 ５７      
 ５８      
 ５９    ２ 所長 教授（１）    ２ 
 ６０    １ 教授（１）   １  
 ６１    １ 助教授（１）    １ 
 ６２      
 ６３    １ 所長    １ 
平 元      
  ２    １ 助教授（１）  １   
  ３      
  ４    ４ 教授（１） 助手（３）  ３   １ 
  ５    ３ 教授（１） 助手（２）  ３   
  ６    ２ 所長 助教授（１）  １   １ 
  ７    ２ 助教授（１） 助手（１）  １  １  
  ８    ２ 教授（１） 助手（１）  １   １ 
  ９      
 １０      
 １１    ２ 教授（１） 助手（１）    １ 
 １２    １ 所長 教授（１）    ２ 
 １３    １ 教授（１）  １   
 １４      １ 
 １５    ２ 助手（２）  １   ２ 
 １６  助手（１）  １   
 １７    ５ 
所長（１） 教授（１） 
助教授（１） 助手（２） 
 １   






4 月   ３日  教員会議、教授会議 
    ６   総研大・入学式  
７   機構・事務協議会 
   １０   機構・研究所長会議 
１１ 財務委員会 
     氷床コア研究委員会  
１２ 所長室会議 
総研大・運営会議 
１３    しらせ帰港（晴海埠頭） 
１４   観測隊帰国歓迎会 
１７   氷床コア公開 
     河本文部科学副大臣視察 
１９   所長室会議 
２０   研究組織再編検討委員会 
２１   所内研究委員会 
２４   臨時教授会議 
     国際企画委員会 
２５   研究所会議 
２６   総研大・専攻委員会 
２７   南極観測委員会 
     財務委員会 
２８   機構・事務協議会 
     南極地域観測５０周年事業実行委員会 
５月  ８日 オーストラリア南極局との打合せ 
教員会議、教授会議 
    ９   移転委員会 
        機構・研究所長会議 
１０   所長室会議 
        総研大・運営会議 
   １１   研究組織再編検討委員会 
   １２   定常観測連絡会 
   １５   南極観測審議委員会 
   １８   研究組織再編検討委員会 
   １９   南極設営計画審議委員会 
        ４機関長懇談会 
   ２２   研究組織再編検討委員会 
        所長室会議 
        編集委員会 
        臨時教員会議 
２３   財務委員会 
     総研大・専攻長会議 
        研究組織再編検討委員会 
２４   研究所会議  
        吉野文部科学大臣政務官視察  
   ２５   総研大・専攻委員会 
        南極観測委員会 
２９   運営会議  
６月  ２日  南極設営シンポジウム 
        機構・事務協議会 
    ５   教員会議、教授会議 
        南極地域観測５０周年事業実行委員会 
    ６   南極隕石シンポジウム（～８日） 
        機構・研究所長会議  
    ７   総研大・運営会議／名誉教授称号授与式 
    ８   隊長等選考委員会 
        極地観測隊員健康判定委員会 
    ９   南極設営計画審議委員会航空分科会 
   １４   所長室会議  
   １６   南極地域観測統合推進本部総会 
   １９   第４８次観測隊夏期総合訓練（菅平）（～２３日） 
   ２２   研究組織再編検討委員会 
        南極隕石研究委員会 
２３   機構・経営協議会 
   ２６   総研大・専攻委員会 
        隊長等選考委員会 
２７   南極観測委員会 
        機構・教育研究評議会／役員会 
２８   所長室会議 
     移転委員会 
３０   研究所会議 
        機構・事務協議会 
７月  １日  南極観測委員会医療分科会 
    ３   教員会議、教授会議  
        隊長等選考委員会 
    ４   機構・研究所長会議 
５   第４８次南極観測隊 隊員室開き          
    ６   南極地域観測５０周年事業実行委員会 
   １２   南極地域観測準備連絡会議 
   １３   総研大・専攻長会議 
   １４   南極展開会式・内覧会（国立科学博物館） 
   １５   ふしぎ大陸南極展２００６（国立科学博物館）～９月３日 
   １９   情報図書委員会 
        所長室会議 
２４   南極観測委員会 
２５   所長室会議 
        第１回五者連絡会 
２６   研究所会議 
     研究組織再編検討委員会 
２７   隊長等選考委員会  
８月  １日  研究組織再編最終案の説明／意見交換会 
        著作物取扱規程説明会 
    ２   臨時研究所会議 
     隊長等選考委員会 
３   極域宙空圏シンポジウム（～４日） 
    ８   所長室会議 
   ２１   所長室会議 
   ２３   極地観測安全対策常置分科会 
        研究組織再編検討委員会 
   ２４   臨時研究所会議 
        臨時教授会議 
        臨時教員会議 
 ２５   第４８次観測隊全員打合会 
２６   南極医学研究集会 
   ２８   運営会議 
   ２９   所内外安全対策常置分科会 
９月  １日 機構・事務協議会 
        所長室会議 
２   第４７次越冬隊家族懇談会 
４   教員会議、教授会議 
        南極観測委員会幹事会 
    ５   機構・研究所長会議 
   総研大・入学者選抜実施（～７日） 
    ７   所長室会議   
        科学研究費補助金説明会 
    ８   総研大・専攻委員会 
        研究組織再編に関する説明会 
１１   研究組織再編に関する説明会 
     総研大・専攻長会議 
１２   財務委員会 
１４   国際企画委員会 
１５   総研大・複合科学研究科教授会 
２０   編集委員会 
２１   研究組織再編検討委員会 
     臨時研究所会議 
     所内研究委員会 
     所長室会議 
   ２２   機構・経営協議会 
   ２５   機構・教育研究評議会／役員会 
   ２６   総研大・専攻委員会 
        広報企画委員会 
   ２８   研究所会議 
   ２９   第４８次観測隊全員打合せ会 
        総合研究委員会 
        機構・事務協議会 
   総研大・学位記授与式（葉山） 
１０月 ２日  新組織体制発足に向けた所長等の所信表明 
        教員会議、教授会議 
３   機構・研究所長会議 
    ５   南極観測委員会幹事会 
   １１   立川移転２機構事務連絡会 
        所長室会議 
   １２   極域地学シンポジウム（～１３日）   
        総研大・運営会議・入学式（葉山） 
   １３   第２回五者連絡会議 
   １７   所内外安全対策常置分科会 
 総研大・専攻長会議      
        所長室会議 
     財務委員会 
１８   所長室会議 
１９   研究所会議 
   ２３   非干渉散乱レーダー委員会 
        消防訓練 
   ２６   総研大・専攻委員会 
３０   所長室会議 
３１   運営会議    
１１月 ２日 極地観測安全対策常置分科会 
        機構・事務協議会 
    ５   第４８次観測隊ドーム隊出発（成田） 
    ６   教員会議、教授会議 
    ７   機構・研究所長会議 
    ９   総研大・教育研究評議会 
        所長室会議 
１０   観測研究集会 
   １３   所内研究委員会 
        南極地域観測統合推進本部総会・壮行会      
   １４   しらせ出航（晴海埠頭） 
        総研大・経営評議会 
        所長室会議 
   １５   総研大・運営会議 
   １６   重点プロジェクトシンポジウム 
   １７   統合研究委員会 
        総研大・専攻委員会 
        南極観測委員会幹事会 
        極地観測安全対策常置分科会 
   ２０   極域気水圏・生物圏合同シンポジウム（～２２日） 
   ２１   総研大・専攻長会議 
   ２７   所長室会議 
   ２８   平成１８年度内部監査（実地監査）（～２９日） 
        第４８次隊観測隊出発（成田） 
   ２９   研究所会議 
        南極観測委員会 
   ３０   広報企画委員会 
１２月 １日  自己点検評価委員会 
機構・事務協議会 
    ３   第４８次夏隊（日独共同航空機観測）出発（成田） 
４   教員会議、教授会議 
    ５   機構・研究所長会議 
７   健康診断(女性) 
    ８   健康診断(男性) 
        南極地域観測５０周年事業実行委員会 
   １２   ハラスメント説明会 
        財務委員会 
   １３   南極観測委員会 
        所長室会議 
   １５   総研大・入学願書受付（～２１日） 
   １７   「中学生・高校生の提案を南極北極へ」オープンフォーラム 
   １８   施設整備委員会 
   １９   南極観測委員会幹事会 
 総研大・専攻長会議 
   ２２   ハラスメント説明会 
 所長室会議 
 データマネージメント委員会 
２５   研究所会議 
   ２６   南極隕石研究委員会 
        所内研究委員会 
２７   南極観測委員会 
２８   仕事納めの会 
１月  ３日  昭和基地へのＶＩＰフライト出発（成田） 
４   仕事始めの会 
    ５   臨時所長室会議 
        臨時研究所会議 
        南極観測新世代計画特別委員会 
    ９   教員会議、教授会議 
機構・事務協議会 
   １０   南極地域観測 50 周年記念 南極との交信（日本科学未来館） 
   １１   国際企画委員会     
   １２   総研大・専攻委員会 
機構・研究所長会議   
   １６   自己点検評価委員会 
     総研大・専攻長会議 
   １７   所長室会議 
   １８   機構・機構長選考委員会 
   ２０   南極地域観測 50 周年記念プラネタリウム・特別プログラム（日本科学未来館） 
        昭和基地へのＶＩＰフライト帰国（成田） 
   ２２   総研大・入学者選抜（～２６日） 
   ２３   機構・経営協議会 
        南極地域観測 50 周年記念 記念切手・記念貨幣の発行 
 ２４   編集委員会 
   ２６   研究所会議 
        機構・教育研究評議会／役員会 
        所内外安全対策常置分科会 
   ２８   オープンフォーラム南極（第１部）（日本科学未来館） 
   ２９   オープンフォーラム南極（第２部）（有楽町朝日ホール） 
        南極地域観測 50 周年記念式典（明治記念館） 
        南極地域観測 50 周年記念祝賀会（明治記念館） 
   ３０   広報企画委員会     
２月  １日  臨時研究所会議 
    ２   自己点検評価委員会 
        南極地域観測５０周年事業実行委員会 
 機構・事務協議会 
    ５   教員会議、教授会議 
    ６   南極観測委員会 
        機構・研究所長会議 
    ７   所長室会議 
        「しらせ」後継船 輸送・荷役検討打合せ 
    ８   第４８次夏隊帰国（日独共同航空機観測）帰国（成田） 
    ９   施設整備委員会 
   １３   総研大・専攻委員会  
        移転委員会 
        臨時所長室会議 
   １４   総研大・運営会議 
   １５   総研大・専攻長会議 
１６   オーロラ会 
   １９   機構・総合企画室（評価）打合会    
        自己点検評価委員会 
        南極観測委員会 
   ２０   財務委員会 
        給与制度の改定等に伴う説明会 
        南極観測新世代計画特別委員会所内公開討論会 
        第４８次夏隊（ドーム隊）帰国（成田） 
   ２１   所長室会議    
   ２３   研究所会議 
        総研大・教授会 
   ２６   所内研究委員会 
   ２７   隊長等選考委員会 
        知的財産セミナー「著作権の基礎知識」 
        南極観測委員会 
   ２８   国際極年での地球物理研究集会 
        人事会議 
３月  １日  モンゴル国エンフバヤル大統領訪問       
２   総研大・経営評議会 
    臨時教授会議 
    南極地名委員会 
   機構・事務協議会 
５   第４９次南極地域観測隊冬期総合訓練（乗鞍高原、～３月９日） 
    ６   機構・研究所長会議     
    ７   運営会議 
    ９   学生研究発表会 
総研大・教育研究評議会 
   １２   教員会議、教授会議 
   １３   所長室会議 
        南極観測隊支援連絡会 
   １４   人事会議 
        顧問会議 
        南極観測委員会 
   １６   総研大・専攻委員会  
        所内研究委員会 
   ２０   広報企画委員会 
        定常観測連絡会 
        総研大・専攻長会議 
２３   研究所会議 
     総研大・学位記授与式（葉山） 
２６   ＥＩＳＣＡＴ研究会（～２７日） 
     機構・経営協議会 
２７   所長室会議 
     機構・教育研究評議会／役員会 
２８   機構・総合企画室（評価）打合会  
     第４７次越冬隊、第４８次夏隊帰国（成田） 
２９   事務系離任式 
     統合研究委員会 
３０   事務系離任式 
